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本
稿
は
、
現
在
進
行
中
の
特
定
共
同
研
究
「
モ
ン
ス
ー
ン
文
書
・
イ
エ
ズ
ス
会
日

本
書
翰
・
Ⅴ
Ｏ
Ｃ
文
書
・
Ｅ
Ｉ
Ｃ
文
書
の
分
野
横
断
的
研
究
」（
代
表
松
方
冬
子
）

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
南
欧
語
史
料
を
用
い
て
ア
ジ
ア
史
研
究
を
お
こ
な
っ
て
き

た
メ
ン
バ
ー
が
、
共
同
研
究
と
し
て
継
続
し
て
い
く
の
に
相
応
し
い
課
題
と
し
て
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
編
年
史
家
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
トD

iogo de Couto
の
『
ア
ジ
ア

の
デ
カ
ダ
集D

écadas da A
sia

』
を
選
び
、
本
邦
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
こ
の
作
品
の
概
要
紹
介
と
若
干
の
内
容
翻
訳
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
将
来
的
に

は
こ
の
一
五
二
〇
年
代
か
ら
一
六
〇
〇
年
ま
で
の
、
ア
ジ
ア
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
活

動
と
そ
れ
を
迎
え
た
諸
現
地
政
権
に
つ
い
て
の
長
大
な
編
年
史
の
章
要
約
に
取
り
組

む
予
定
で
あ
る
が
、
今
回
は
紙
幅
の
関
係
で
、
そ
の
ご
く
一
部
を
紹
介
す
る
こ
と
に

し
た
。す
な
わ
ち
解
題（
真
下
担
当
）と
本
文
中
の
マ
ヌ
エ
ル
・
セ
ヴ
ェ
リ
ン
・
デ
・

フ
ァ
リ
ア
に
よ
る
序
言
（
岡
担
当
）
な
ら
び
に
第
一
書
で
あ
る
「
第
四
デ
カ
ダ
」
の

章
翻
訳
（
岡
・
野
澤
担
当
）
か
ら
成
る
。
翻
訳
を
含
む
原
稿
全
体
を
中
砂
が
通
読
し
、

適
宜
必
要
に
応
じ
て
改
変
し
た
。
な
お
、
日
本
関
係
の
記
述
が
登
場
し
始
め
る
の
は

一
五
四
〇
年
代
を
収
録
し
た
「
第
五
デ
カ
ダ
」
以
降
で
あ
る
。
本
稿
で
翻
訳
す
る
「
第

四
デ
カ
ダ
」（
第
一
巻
に
相
当
）
は
主
に
イ
ン
ド
と
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
現
地
政

権
と
の
駆
け
引
き
、
戦
闘
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。

一
　
解
　
題

　

コ
ウ
ト
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
一
八
世
紀
の
書
誌
学
者
マ
シ
ャ
ー
ド
が
整
理
し
て

い
る
。
以
下
で
は
こ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、『
ア
ジ
ア
の
デ
カ
ダ
集
』
に
重
点
を
置
き
、

最
近
の
研
究
成
果
も
加
え
て
記
述
す
る
。
紙
幅
を
考
慮
し
、
他
の
著
作
に
つ
い
て
は

書
名
と
版
本
の
情
報
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

『
ア
ジ
ア
の
デ
カ
ダ
集
』D

écadas da Asia
　

本
書
は
、
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
バ
ロ
スJoão de Barros

（
一
四
六
九
―
一
五
七
〇
）

の
歴
史
書
『
ア
ジ
ア
の
デ
カ
ダ
集
』
の
続
編
と
し
て
コ
ウ
ト
が
著
し
た
、
イ
ン
デ
ィ

ア
領
（
エ
ス
タ
ー
ド
・
ダ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
）
の
歴
史
書
で
あ
る
。
そ
の
フ
ル
タ
イ
ト

ル
は
バ
ロ
ス
の
そ
れ
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
東
洋
の
陸
と
海
で
の
征

服
と
発
見
に
際
し
て
行
な
っ
た
数
々
の
行
為
に
関
す
る
ア
ジ
ア
の
デ
カ
ダ
集
』
で
あ

（
１
）

史
料
紹
介

真　
　

下　
　

裕　
　

之

岡　
　
　
　
　

美 

穂 

子

野　
　

澤　
　

丈　
　

二

中　
　

砂　
　

明　
　

徳

デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
『
ア
ジ
ア
の
デ
カ
ダ
集
』

―
―
解
題
と
若
干
の
翻
訳
―
―
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る
。
一
六
世
紀
前
半
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ア
フ
リ
カ
か
ら
東
ア
ジ
ア
に

至
る
イ
ン
デ
ィ
ア
領
各
地
の
動
向
を
記
録
し
た
も
の
で
、
特
に
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ

ア
、
西
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、
現
地
語
の
史
資
料
に
は
な
い
情
報
を
提
供
す
る
同
時

代
史
料
と
し
て
高
い
価
値
を
有
す
る
。

　

本
書
は
そ
の
書
名
の
と
お
り
、「
デ
カ
ダ década

」
（
こ
こ
で
は
「
十
書
」
の
意
）

と
題
す
る
各
巻
の
集
合
体
で
あ
る
。
一
五
九
五
年
、
国
王
フ
ィ
リ
ー
ペ
一
世
に
よ
っ

て
コ
ウ
ト
が
イ
ン
デ
ィ
ア
領
修
史
官
に
任
じ
ら
れ
た
時
、
バ
ロ
ス
の
第
四
デ
カ
ダ
は

未
完
だ
っ
た
た
め
、
本
書
は
そ
の
欠
を
補
う
べ
く
第
四
デ
カ
ダ
を
起
点
と
し
、
第
一

二
デ
カ
ダ
ま
で
の
全
九
デ
カ
ダ
か
ら
成
っ
て
い
る
。
各
デ
カ
ダ
は
バ
ロ
ス
の
そ
れ
と

同
じ
く
、
一
〇
の
「
書 livro

」
か
ら
成
っ
て
お
り
（
最
後
の
第
一
二
デ
カ
ダ
の
伝

本
は
五
書
の
み
）、
各
書
は
複
数
の
「
章 capítulo
」
に
細
分
さ
れ
る
。
た
だ
し
要

約
版
の
み
が
伝
わ
る
第
八
デ
カ
ダ
と
第
九
デ
カ
ダ
は
、
書
の
区
分
を
備
え
ず
、
章
の

み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
（
原
本
が
散
逸
し
後
代
に
編
纂
さ
れ
た
第
一
一
デ
カ

ダ
も
同
様
）。
各
デ
カ
ダ
の
一
〇
書
構
成
が
お
お
よ
そ
貫
徹
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は

コ
ウ
ト
の
様
式
意
識
を
認
め
ら
れ
る
が
、
各
書
が
含
む
章
の
数
や
分
量
に
つ
い
て
は

差
異
が
著
し
い
。
な
お
コ
ウ
ト
の
原
稿
の
送
付
先
で
あ
り
、
そ
の
出
版
に
尽
力
し
た

義
兄
ア
デ
オ
ダ
ー
ト
が
出
版
ま
で
に
様
々
な
改
作
を
施
し
、
章
の
構
成
も
改
め
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
［Seabra 2019: 120 ff.

］。
版
本
の
構
成
や
内
容

に
は
著
者
コ
ウ
ト
の
意
図
し
な
か
っ
た
改
変
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
は
要
注
意
で

あ
る
。

　

青
年
期
以
降
の
人
生
の
大
半
を
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
で
過
ご
し
た
コ
ウ
ト
は
修
史
官
に

任
じ
ら
れ
る
前
か
ら
歴
史
書
の
執
筆
を
進
め
て
い
た
（
一
五
八
九
年
の
国
王
宛
書
簡

で
彼
は
イ
ン
デ
ィ
ア
領
修
史
官
の
任
務
を
請
願
し
た
）。
そ
の
た
め
彼
が
最
初
に
着

手
し
た
の
は
、
後
出
の
コ
ウ
ト
伝
に
も
あ
る
と
お
り
、
当
代
に
最
も
近
い
時
期
を
カ

バ
ー
す
る
第
一
〇
デ
カ
ダ
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
第
四
デ
カ
ダ
か
ら
第
七
デ
カ
ダ
ま

で
が
順
次
執
筆
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
降
の
デ
カ
ダ
は
必
ず
し
も
時
代
順
に
執
筆
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
原
稿
が
散
逸
し
た
り
盗
難
に
遭
っ
た
り
し
た
た
め
、
再
稿

や
要
約
稿
を
コ
ウ
ト
が
別
途
執
筆
し
た
デ
カ
ダ
も
あ
る
。
さ
ら
に
本
国
に
送
ら
れ
た

原
稿
が
す
ぐ
に
出
版
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
コ
ウ
ト
の
没
後
に
公
刊
さ
れ
た
デ
カ

ダ
も
複
数
あ
る
。
か
く
の
ご
と
く
に
複
雑
な
本
書
成
立
の
詳
細
は
、
以
下
、
各
デ
カ

ダ
に
つ
い
て
記
す
と
お
り
で
あ
る
。

　
『
デ
カ
ダ
集
』
の
複
雑
な
性
格
は
そ
の
典
拠
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
コ
ウ
ト

は
イ
ン
デ
ィ
ア
領
ト
ル
レ
・
ド
・
ト
ン
ボ
〔
公
文
書
保
管
庫
〕
の
館
長
と
し
て
、
各

地
か
ら
ゴ
ア
に
送
ら
れ
て
く
る
公
文
書
を
こ
の
歴
史
書
の
執
筆
に
活
用
で
き
る
立
場

に
あ
っ
た
。
ま
た
関
係
者
か
ら
の
口
頭
の
証
言
も
彼
の
著
作
の
素
材
と
な
っ
た
。
一

方
カ
ス
タ
ニ
ェ
ー
ダ
や
コ
レ
イ
ア
の
歴
史
書
、ラ
ム
ー
ズ
ィ
オ
の
旅
行
記
集
成
、オ
ル

タ
の
本
草
学
書
な
ど
、
イ
ン
デ
ィ
ア
領
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
執
筆
さ
れ
た
公
刊
・
未
公

刊
の
著
作
も
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ク
ル
ス
に
よ
れ
ば
、
引
用
の
過
程

で
生
じ
た
書
写
上
の
錯
誤
に
よ
っ
て
典
拠
の
原
意
が
誤
っ
て
本
書
に
伝
わ
っ
て
い
る

事
例
も
数
多
い
［Cruz 2019: 111-114

］。
さ
ら
に
ク
ル
ス
の
言
を
重
ね
れ
ば
、
コ
ウ

ト
の
著
作
は
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
毛
布
」
と
い
う
べ
き
、
推
敲
を
欠
い
た
未
完
の
ス

ケ
ッ
チ
の
ご
と
く
で
あ
り
、
念
入
り
に
仕
上
げ
ら
れ
た
バ
ロ
ス
の
著
作
と
は
ま
る
で

異
な
る
と
い
う
［Cruz 2019: 101-102

］。『
デ
カ
ダ
集
』
の
情
報
源
に
つ
い
て
は
、

ロ
ウ
レ
イ
ロ
の
精
緻
な
研
究
［Loureiro 1998

］
に
よ
っ
て
筋
道
が
付
け
ら
れ
て

い
る
の
で
、
今
後
徹
底
的
に
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　

さ
て
『
デ
カ
ダ
集
』
全
九
デ
カ
ダ
を
カ
バ
ー
す
る
唯
一
の
版
本
は
一
七
七
八
年
か

ら
一
七
八
八
年
に
か
け
て
王
立
印
刷
所
か
ら
全
一
四
冊
お
よ
び
索
引
一
冊
で
順
次
刊

行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
バ
ロ
ス
の
『
デ
カ
ダ
集
』
全
四
デ
カ
ダ
お
よ
び
バ
ロ
ス
伝
（
フ
ァ

リ
ア
著
）・
索
引
と
併
せ
、
都
合
二
四
冊
に
わ
た
る
シ
リ
ー
ズ
を
な
す
。
こ
の
版
本
は

一
九
七
〇
年
代
に
リ
プ
リ
ン
ト
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
広
く
研
究
者
に
流
布

し
て
い
る
（
以
下
「
通
行
版
」
と
呼
称
す
る
）。
通
行
版
は
全
体
と
し
て
は
二
次
的

な
編
纂
物
で
あ
る
が
、
第
一
〇
デ
カ
ダ
の
よ
う
に
こ
の
版
で
初
め
て
公
刊
さ
れ
た
デ

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）
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カ
ダ
も
含
ん
で
い
る
た
め
、
一
次
的
な
史
料
価
値
を
も
有
す
る
。
な
お
本
稿
で
訳
出

し
た
フ
ァ
リ
ア
著
の
コ
ウ
ト
伝
お
よ
び
章
題
の
翻
訳
は
、
通
行
版
を
底
本
と
し
た
。

　

通
行
版
以
前
に
、
コ
ウ
ト
『
デ
カ
ダ
集
』
全
編
の
出
版
を
試
み
た
例
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
第
四
デ
カ
ダ
か
ら
第
九
デ
カ
ダ
ま
で
を
含
む
に
過
ぎ
な
い
（
以
下
「
一
七
三

六
年
版
」）。
し
か
し
第
九
デ
カ
ダ
を
初
め
て
印
刷
に
付
し
た
点
で
は
、
こ
の
版
に
も

一
次
的
な
史
料
価
値
が
あ
る
。

　

以
下
に
各
デ
カ
ダ
が
記
述
す
る
年
代
（
デ
カ
ダ
名
に
後
続
し
て
角
括
弧
内
に
示

す
）、
執
筆
時
期
、
初
版
や
出
版
の
経
緯
な
ど
の
書
誌
的
情
報
を
、
お
も
に
ロ
ウ
レ

イ
ロ
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
概
述
す
る
［Loureiro 1998

］。

　

第
四
デ
カ
ダ
［
一
五
二
六
～
一
五
三
六
］　

一
五
九
五
年
末
か
ら
一
五
九
六
年
に

か
け
て
執
筆
さ
れ
た
。
コ
ウ
ト
が
下
記
第
一
〇
デ
カ
ダ
に
続
い
て
、
二
番
目
に
着
手

し
た
デ
カ
ダ
で
あ
る
。
原
稿
は
一
五
九
八
年
に
本
国
に
発
送
さ
れ
、
一
六
〇
二
年
に

印
刷
の
認
可
を
得
て
同
年
中
に
出
版
さ
れ
た
〔
初
版Lisboa: Pedro Crasbeeck, 

1602

〕。
初
版
本
を
底
本
と
し
た
批
判
校
訂
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

第
五
デ
カ
ダ
［
一
五
三
六
～
一
五
四
五
］　

一
五
九
六
年
か
ら
一
五
九
七
年
末
ま

で
に
執
筆
さ
れ
た
。
原
稿
は
一
五
九
八
年
に
本
国
に
発
送
さ
れ
、
一
六
〇
二
年
に
印

刷
の
認
可
が
下
り
た
も
の
の
、
初
版
の
刊
行
は
遅
れ
た
〔
初
版Lisboa: 

Pedro 
Crasbeeck, 1612

〕。
な
お
ラ
イ
デ
ン
大
学
所
蔵
の
手
稿
本
（
一
七
世
紀
）
は
、
章

の
構
成
も
含
め
、
初
版
や
通
行
版
と
は
異
な
る
テ
ク
ス
ト
を
呈
し
て
い
る
。

　

第
六
デ
カ
ダ
［
一
五
四
五
～
一
五
五
四
］　

一
五
九
七
年
に
執
筆
。
原
稿
は
一
五

九
九
年
に
発
送
さ
れ
た
が
、
様
々
な
検
閲
機
関
の
も
と
に
留
め
置
か
れ
、
出
版
は
遅

れ
た
〔
初
版Lisboa: Pedro Crasbeeck, 1612

〕。
一
六
一
四
年
の
刊
行
年
を
付

し
た
扉
を
備
え
る
版
本
も
あ
る
。
こ
れ
は
初
版
の
刊
行
後
、
ク
ラ
ス
ベ
ク
印
刷
所
の

火
災
で
扉
の
葉
が
消
失
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
六
一
四
年
に
印
刷
さ
れ
た
新
た
な
扉

が
用
い
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
（
後
出
の
コ
ウ
ト
伝
を
参
照
）。

　

第
七
デ
カ
ダ
［
一
五
五
四
～
一
五
六
四
］　

一
六
〇
一
年
ご
ろ
に
執
筆
は
完
了
し
、

同
年
発
送
さ
れ
た
。
し
か
し
原
稿
を
積
ん
だ
ナ
ウ
船
が
本
国
に
向
け
て
の
航
海
中
、

オ
ラ
ン
ダ
の
海
賊
に
拿
捕
さ
れ
た
た
め
、
原
稿
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
コ
ウ
ト
は

手
も
と
に
残
っ
て
い
た
資
料
を
も
と
に
、
新
た
な
原
稿
を
執
筆
し
、
一
六
〇
三
年
末

に
こ
の
新
稿
を
本
国
に
発
送
し
た
。
出
版
の
認
可
が
得
ら
れ
た
の
は
一
六
一
三
年
、

刊
行
は
さ
ら
に
そ
の
三
年
後
で
あ
っ
た
〔
初
版Lisboa: 

Pedro 
Crasbeeck, 

1616

〕。

　

第
八
デ
カ
ダ
［
一
五
六
四
～
一
五
七
一
］　

一
六
一
五
年
ま
で
に
は
執
筆
が
完
了

し
て
い
た
が
、
同
年
、
コ
ウ
ト
の
書
斎
が
盗
難
に
遭
い
、
本
デ
カ
ダ
お
よ
び
先
に
完

成
し
て
い
た
第
九
デ
カ
ダ
の
原
稿
が
失
わ
れ
た
。
コ
ウ
ト
は
両
デ
カ
ダ
の
要
約
稿
を

作
成
し
、
一
六
一
六
年
初
頭
に
こ
れ
を
完
成
さ
せ
た
。
要
約
稿
ゆ
え
か
、
両
デ
カ
ダ

は
「
書
」
の
区
分
を
持
た
ず
、「
章
」
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
デ
カ
ダ
の
出

版
は
著
者
の
死
後
、
一
六
七
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。〔
初
版Lisboa: 

João 
da 

Costa &
 D

iogo Soares, 1673

〕。
な
お
ポ
ル
ト
公
共
図
書
館
と
マ
ド
リ
ー
ド
国
立

図
書
館
に
は
、
七
つ
の
「
書
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
、
よ
り
大
規
模
な
テ
ク
ス
ト
を
備

え
た
本
デ
カ
ダ
の
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
両
者
を
底
本
と
し
た
校
訂
本
も
出
版

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
異
本
の
祖
本
に
つ
い
て
は
、
コ
ウ
ト
の
遺
族
が
保
管
し
て

い
た
草
稿
を
、
一
六
二
六
年
、
当
時
の
イ
ン
デ
ィ
ア
領
副
王
に
し
て
コ
ウ
ト
の
パ
ト

ロ
ン
で
も
あ
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
が
本
国
に
発
送
し
た
と
い
う
「
イ
ン

デ
ィ
ア
史
の
第
八
デ
カ
ダ
」
に
あ
た
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
［Loureiro 

1998: 271-272

］。

　

第
九
デ
カ
ダ
［
一
五
七
一
～
］　

一
六
一
三
年
ま
で
に
は
完
成
し
て
い
た
が
、
一

六
一
五
年
、
第
八
デ
カ
ダ
と
と
も
に
盗
難
に
よ
っ
て
原
稿
が
失
わ
れ
た
た
め
、
要
約

稿
が
急
遽
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
要
約
稿
は
第
八
デ
カ
ダ
要
約
稿
と
と
も
に
、
一
六
一

六
年
に
本
国
に
送
ら
れ
た
が
、
そ
の
出
版
は
第
八
デ
カ
ダ
よ
り
も
さ
ら
に
遅
れ
、
一

七
三
六
年
版
の
一
部
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
最
初
の
版
本
で
あ
る
。
但
し
そ
の
テ

ク
ス
ト
は
第
三
二
章
（
一
五
七
五
年
頃
の
記
事
）
の
途
中
で
中
断
し
て
い
る
し
、
現

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
10
）



（　 ）　ディオゴ・デ・コウト『アジアのデカダ集』（真下・岡・野澤・中砂）181

存
す
る
部
分
に
も
テ
ク
ス
ト
の
不
備
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
［Loureiro 

1998: 295-296

］。

　

第
一
〇
デ
カ
ダ
［
一
五
八
〇
～
一
五
八
八
］　

一
五
九
九
年
な
い
し
一
六
〇
〇
年

に
執
筆
を
完
了
し
て
お
り
、
本
デ
カ
ダ
は
『
デ
カ
ダ
集
』
の
う
ち
コ
ウ
ト
が
最
初
に

仕
上
げ
た
部
分
で
あ
る
。
原
稿
は
一
六
〇
〇
年
末
、
本
国
に
発
送
さ
れ
た
が
、
何
ら

か
の
理
由
で
印
刷
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
た
。
本
デ
カ
ダ
は
一
七
三
六
年
版
に
も

結
局
収
録
さ
れ
ず
、
そ
の
公
刊
は
通
行
版
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
コ
ウ
ト
の

自
筆
原
稿
は
ブ
ラ
ジ
ル
国
立
図
書
館
と
ト
ル
レ
・
ド
・
ト
ン
ボ
文
書
館
に
分
散
し
て

伝
世
し
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
く
批
判
版
の
作
成
が
待
た
れ
る
［Garcia 
2019: 

37

］。

　

第
一
一
デ
カ
ダ　

今
日
ま
で
本
デ
カ
ダ
の
伝
本
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
散
逸
し
た

本
デ
カ
ダ
に
つ
い
て
通
行
版
は
、
様
々
な
資
料
か
ら
素
材
を
借
用
し
て
作
成
し
た
テ

ク
ス
ト
を
第
一
一
デ
カ
ダ
に
仕
立
て
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん
第
二
義
的

な
史
料
価
値
し
か
な
い
が
、
そ
れ
で
も
コ
ウ
ト
の
著
作
が
活
用
さ
れ
て
い
る
部
分
は

あ
る
。
通
行
版
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
の
部
分
は
、
コ
ウ
ト
の
別
著
作
『
ド
ン
・

パ
ウ
ロ
・
デ
・
リ
マ
・
ペ
レ
イ
ラ
伝
』（
一
六
一
一
年
完
成
）
の
テ
ク
ス
ト
を
借
用

し
た
も
の
で
あ
る
。
一
五
八
九
年
に
生
じ
た
サ
ン
・
ト
メ
号
の
難
船
で
命
を
落
と
し

た
ペ
レ
イ
ラ
の
事
績
に
関
す
る
記
事
が
そ
れ
に
あ
た
る
が
、
こ
れ
は
実
は
本
デ
カ
ダ

の
当
初
の
原
稿
を
転
用
し
て
編
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。散
逸
し
た
テ
ク
ス
ト
は
、

か
く
の
ご
と
く
複
雑
な
経
緯
を
経
て
、
通
行
版
の
補
充
テ
ク
ス
ト
に
還
流
し
た
わ
け

で
あ
る
。

　

第
一
二
デ
カ
ダ
［
一
五
九
七
～
一
六
〇
〇
］　

本
デ
カ
ダ
は
五
書
か
ら
成
る
。
コ

ウ
ト
は
一
六
一
一
年
に
こ
れ
を
執
筆
中
で
あ
り
、
死
去
す
る
一
六
一
六
年
ま
で
に
第

五
書
ま
で
の
原
稿
を
本
国
に
発
送
し
た
。
出
版
の
認
可
が
得
ら
れ
た
の
は
著
者
の
死

後
、
一
六
二
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
六
四
五
年
、
当
時
パ
リ
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
大
使
と
し
て
駐
在
し
て
い
た
ヴ
ァ
ス
コ
・
ル
イ
ス
・
ダ
・
ガ
マ
（
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
の
子
）
に
献
呈
す
る
べ
く
、
同
地
で
活
動
し
て
い
た
著
述
家
マ
ヌ

エ
ル
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
ヴ
ィ
ラ
・
レ
ア
ル
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
〔
初
版Par-

is: Livraria d’A
lcobaça, 1645

〕。

　

コ
ウ
ト
の
そ
の
他
の
著
作
を
、
散
逸
し
た
も
の
も
含
め
、
後
出
の
コ
ウ
ト
伝
等
の

史
料
か
ら
判
明
す
る
限
り
年
代
順
に
列
挙
す
れ
ば
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

『
老
練
な
る
兵
士
』O

 Soldado Prático.

（
当
初
稿
と
改
訂
稿
の
二
種
あ
り
）

『
ル
ジ
ア
ダ
ス
注
解
』Com

entário d’O
s Lusíadas.

（
伝
本
な
し
）

『
勇
敢
な
る
カ
ピ
タ
ン
、
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
に
生
じ
た
出
来
事
お
よ
び
彼
の
す

べ
て
の
息
子
た
ち
に
生
じ
た
出
来
事
の
す
べ
て
に
関
す
る
小
論
』T

ratado de to-
das as cousas succedidas ao valeroso Capitão D

. V
asco da G

am
a, 

（...

）, 
e das cousas, que succederão nella a todos seus filhos.

『
イ
ン
デ
ィ
ア
史
梗
概
』E

pílogo da H
istória da Índia.

（
伝
本
な
し
）

『
エ
チ
オ
ピ
ア
王
国
史
』H

istória do R
eyno de E

thiopia, （...

）.（
伝
本
な
し
）

『
ド
ン
・
パ
ウ
ロ
・
デ
・
リ
マ
・
ペ
レ
イ
ラ
伝
』V

ida de D
. Paulo de Lim

a 
Pereira.

　

以
上
の
著
作
の
他
、フ
ァ
リ
ア
に
よ
る
と「
一
冊
の
大
歌
集
」が
あ
り
、「
イ
ン
デ
ィ

ア
の
交
易
」
に
関
す
る
書
物
も
計
画
さ
れ
て
い
た
が
未
完
に
終
わ
っ
た
と
い
う
。

　

書
籍
と
は
別
に
コ
ウ
ト
は
、
総
督
・
副
王
の
着
任
や
そ
の
他
の
し
か
る
べ
き
機
会

に
行
わ
れ
た
演
説
文
を
起
草
し
た
。
ま
た
コ
ウ
ト
が
発
信
し
た
書
簡
も
伝
世
し
て
い

る
［Garcia 2019: 38-39

］。

二
　
第
四
デ
カ
ダ
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
た
フ
ァ
リ
ア
の
序
言
（
翻
訳
）

　

デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
の
生
涯
―
イ
ン
デ
ィ
ア
の
修
史
官
に
し
て
、
そ
の
ト
ル

レ
・
ド
・
ト
ン
ボ
の
長
―
マ
ヌ
エ
ル
・
デ
・
セ
ヴ
ェ
リ
ン
・
デ
・
フ
ァ
リ
ア
に
よ
る
。

　

博
学
の
人
々
の
著
作
は
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
箇
所
に
お
い
て
、
作
者
の
人
と
な
り
を

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）
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感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
力
を
秘
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、〔
人
々
に
〕
そ
の

人
に
会
っ
て
み
た
い
と
い
う
熱
望
を
引
き
起
こ
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
た
と
え
離
れ
た

と
こ
ろ
に
あ
っ
て
も
、
な
ん
と
か
直
接
の
通
信
を
試
み
た
い
と
い
う
願
望
へ
と
導
く

も
の
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
願
望
は
私
に
、こ
の
王
国
か
ら
書
翰
に
よ
っ
て
、イ
ン
デ
ィ

ア
に
あ
る
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
に
好
誼
を
求
め
る
に
至
ら
し
め
た
。そ
し
て
今
、

同
様
に
彼
の
事
績
か
ら
私
が
得
た
情
報
を
記
録
す
る
責
務
を
帯
び
て
い
る
。
私
が
彼

に
対
し
て
負
う
も
の
を
、
部
分
的
に
で
も
こ
の
責
務
に
お
い
て
還
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
、
こ
の
王
国
中
に
資
す
る
一
つ
の
著
述
を
し
た
た
め
る
。
と
い
う
の
も
彼
は
公

職
に
お
い
て
多
大
な
奉
仕
を
捧
げ
、
さ
ら
な
る
優
れ
た
栄
誉
に
値
す
る
人
物
と
し
て

認
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

　

デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
は
、
と
も
に
貴
族
で
あ
る
ガ
ス
パ
ー
ル
・
デ
・
コ
ウ
ト

と
イ
ザ
ベ
ル
・
セ
ラ
ォ
ン
・
デ
・
カ
ル
ヴ
ォ
ス
の
間
の
息
子
に
し
て
、
母
は
ヴ
ァ
ス

コ
・
セ
ラ
ォ
ン
・
デ
・
カ
ル
ヴ
ォ
ス
の
娘
、
そ
れ
に
よ
り
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト

は
イ
エ
ズ
ス
会
の
著
名
な
説
教
師
に
し
て
偉
大
な
る
宗
教
家
で
あ
る
パ
ー
ド
レ
・
ル

イ
ス
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
の
又
従
弟
に
あ
た
る
。
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
は
一
五
四

二
年
、
リ
ス
ボ
ン
に
生
ま
れ
た
。
当
時
彼
の
父
ガ
ス
パ
ー
ル
・
デ
・
コ
ウ
ト
は
国
王

ド
ン
・
マ
ヌ
エ
ル
か
ら
ル
イ
ス
王
子
に
臣
下
と
し
て
与
え
ら
れ
、
王
子
に
仕
え
て
い

た
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
は
適
齢
に
達
す
る
と
、

〔
ル
イ
ス
〕
王
子
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ル
イ
ス
王
子
は
彼
に
リ
ス
ボ
ン
で
学

ぶ
こ
と
を
命
じ
、
一
一
歳
よ
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
創
設
し
た

最
初
の
コ
レ
ジ
オ
で
あ
る
サ
ン
ト
・
ア
ン
タ
ォ
ン
学
院
の
最
初
の
学
生
た
ち
に
混

ざ
っ
て
文
法
を
学
ん
だ
。
ラ
テ
ン
語
に
お
け
る
彼
の
教
師
は
、
高
名
な
人
文
主
義
者

に
し
て
『
文
法
書A

rte da G
ram

m
atica

』
の
著
者
パ
ー
ド
レ
・
マ
ヌ
エ
ル
・
ア
ル

ヴ
ァ
レ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
は
今
日
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
管
轄
下
に
あ
る
す
べ
て
の

大
学
、
学
院
で
読
ま
れ
て
い
る
。〔
コ
ウ
ト
は
〕
修
辞
法
を
パ
ー
ド
レ
・
シ
プ
リ
ア
ー

ノ
・
ソ
ア
ー
レ
ス
に
学
ん
だ
。
彼
は
『
修
辞
法R

hetorica

』
を
編
集
し
た
が
、
そ

れ
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
学
院
で
教
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
。「
知
へ
の
最
初
の
熱
意

と
動
機
は
師
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
」
と
い
う
格
言
が
本
当
だ
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
コ
ウ
ト
の
仕
事
の
多
く
に
も
当
て
は
ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・

コ
ウ
ト
の
作
品
に
は
、
そ
の
生
ま
れ
つ
き
の
才
能
に
加
え
て
、
か
く
も
傑
出
し
た
、

あ
の
時
代
の
博
学
者
た
ち
に
鍛
錬
さ
れ
た
事
実
が
大
い
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

人
文
学
の
勉
強
を
終
え
る
と
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
は
学
業
を
中
断
し
た
。

と
い
う
の
も
、
そ
の
頃
は
ま
だ
リ
ス
ボ
ン
で
は
人
文
学
以
外
は
教
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
彼
は
ル
イ
ス
に
仕
え
続
け
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら

く
し
て
彼
の
主
人
〔
ド
ン
・
ル
イ
ス
〕
は
そ
の
息
子
で
あ
る
ド
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
に

ベ
ン
フ
ィ
カ
の
修
道
院
で
高
僧
フ
レ
イ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
・
ド
ス
・
マ
ル
テ
ィ
レ

ス
―
の
ち
の
ブ
ラ
ガ
大
司
教
―
の
哲
学
講
義
を
聴
聞
す
る
よ
う
命
じ
た
。〔
マ
ル
テ
ィ

レ
ス
は
〕
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
の
中
に
す
で
に
現
れ
つ
つ
あ
っ
た
良
質
で
天
性

の
才
能
を
見
出
し
た
た
め
、
彼
を
〔
ア
ン
ト
ニ
オ
の
〕
相
弟
子
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
は
こ
の
高
名
な
師
か
ら
教
養
科
目
を
学
び
極
め
て
優
秀
で

あ
っ
た
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
美
徳
に
お
い
て
も
一
層
抜
き
ん
で
て
い
た
。
そ
れ
は
彼

が
の
ち
に
兵
士
の
身
分
に
あ
っ
て
も
、一
市
民
と
し
て
も
生
涯
守
り
続
け
た
よ
う
な
、

そ
の
性
質
に
お
け
る
謙
虚
さ
と
慈
し
み
深
さ
と
し
て
現
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ほ
と

ん
ど
一
生
に
も
渡
る
よ
う
な
、
か
く
も
長
い
年
月
の
間
の
〔
イ
ン
デ
ィ
ア
滞
在
の
期

間
〕、
そ
の
地
の
快
楽
も
そ
の
習
慣
に
お
い
て
彼
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
が
哲
学
の
履
修
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
た
頃
、〔
ル
イ

ス
〕
王
子
が
没
し
た
。
そ
の
喪
失
か
ら
間
も
な
く
し
て
、
彼
の
父
の
死
と
い
う
二
番

目
の
そ
れ
に
見
舞
わ
れ
た
。
か
く
し
て
希
望
の
進
路
は
断
た
れ
、
身
分
を
変
え
ざ
る

を
え
な
く
な
っ
た
。
学
問
を
断
念
し
、
武
芸
の
道
へ
と
進
ん
だ
が
、
そ
れ
は
彼
の
精

神
が
少
な
か
ら
ず
傾
倒
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
に
は
も
は
や
東
洋
を
除
い

て
は
征
服
事
業
は
な
く
、
国
王
ド
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
三
世
は
ア
フ
リ
カ
の
領
土
を
放
棄

し
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
国
境
を
守
る
こ
と
に
執
心
し
て
い
た
の
で
、〔
コ
ウ
ト
は
〕
他
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の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
貴
族
の
大
半
が
そ
う
し
て
い
た
の
と
同
様
に
イ
ン
デ
ィ
ア
へ
と
渡

る
決
意
を
し
た
。と
い
う
の
も
こ
の〔
征
服
〕事
業
に
お
い
て
は
、か
つ
て
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
非
常
に
短
期
間
の
う
ち
に
名
誉
と
利
益
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
も
し
彼
等
が
、
イ
ン
デ
ィ
ア
へ
渡
っ
た
初
期
の
者
達
が
持
っ

て
い
た
気
高
さ
や
徳
に
続
く
こ
と
を
望
み
、
古
き
良
き
成
果
を
台
無
し
に
し
て
し
ま

い
か
ね
な
い
性
的
欲
望
や
強
欲
に
惑
わ
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
で
は
あ
る
が
。

　

デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
は
一
五
五
六
年
、〔
イ
ン
ド
へ
向
か
う
〕
船
に
乗
っ
た
。

イ
ン
デ
ィ
ア
に
お
い
て
八
年
間
兵
士
と
し
て
奉
仕
し
、
格
別
の
勇
気
を
見
せ
て
、
そ

の
時
代
の
偉
業
の
多
く
に
立
ち
会
っ
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
が
弓
矢
で
武
装
し

た
ア
ポ
ロ
ン
の
肖
像
を
描
く
と
同
時
に
、
学
問
の
神
と
し
て
崇
拝
し
た
こ
と
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
教
養
は
〔
武
勲
を
〕
阻
害
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を

助
長
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
価
値
を
証
明
し
て
見
せ
た
。
一
〇
年
間
継
続
し
て
軍

隊
生
活
を
全
う
し
た
後
、
そ
の
功
績
に
対
す
る
報
償
を
受
け
取
る
た
め
に
〔
ポ
ル
ト

ガ
ル
〕
王
国
へ
帰
還
し
た
。
彼
が
リ
ス
ボ
ン
に
到
着
し
た
頃
、
俗
に
「
す
さ
ま
じ
き

も
のgrande

」
と
呼
ば
れ
た
ペ
ス
ト
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
恩

賞
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
恩
賞
を
得
て
ま
も
な
く
、
イ
ン
デ
ィ
ア
へ
出

発
し
、
そ
こ
で
ゴ
ア
の
町
に
お
い
て
ル
イ
ー
ザ
・
デ
・
メ
ロ
と
結
婚
し
た
。
こ
の
女

性
は
貴
族
で
、
そ
の
兄
に
は
ア
ウ
グ
テ
ィ
ノ
会
士
で
、
後
に
〔
コ
ウ
ト
の
〕『
デ
カ

ダ
集
』
の
印
刷
事
業
に
関
わ
っ
た
パ
ー
ド
レ
・
フ
レ
イ
・
ア
デ
オ
ダ
ー
ト
・
ダ
・
ト

リ
ニ
ダ
ー
デ
が
い
た
。

　

戦
い
の
役
務
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
平
和
な
市
民
生
活
を
送
る
う
ち
に
、
自
分
の
余

暇
を
活
用
す
る
余
裕
が
生
ま
れ
、
か
つ
て
学
ん
で
い
た
人
文
学
を
刷
新
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理
由
に
加
え
、
礼
儀
正
し
く
身
分
も
優
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
彼
は
イ
ン
デ
ィ
ア
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
知
識
人
、
貴
族
、
好
奇

心
旺
盛
な
者
達
、
さ
ら
に
は
あ
れ
ら
の
地
域
の
異
教
徒
の
大
公
た
ち
に
ま
で
も
好
か

れ
て
い
た
。

　

デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
は
数
学
、
そ
し
て
地
理
学
に
も
優
れ
て
い
た
。
ラ
テ
ン

語
、
イ
タ
リ
ア
語
を
よ
く
理
解
し
、
そ
れ
ら
の
言
語
や
我
等
の
俗
語
で
詩
を
作
る
こ

と
も
あ
っ
た
。〔
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
俗
語
の
詩
作
に
は
〕
と
り
わ
け
秀
で
、
抒
情
的
か

つ
牧
歌
的
な
作
品
で
、
そ
れ
ら
か
ら
〔
コ
ウ
ト
は
〕、「
哀
歌
」、「
牧
歌
」、「
歌
謡
」、

「
ソ
ネ
ッ
ト
」、「
一
〇
行
詩
」
か
ら
成
る
一
冊
の
大
歌
集
を
遺
し
た
。
と
り
わ
け
我

が
国
の
偉
大
な
詩
人
ル
イ
ス
・
デ
・
カ
モ
ン
イ
ス
と
親
交
を
結
び
、
カ
モ
ン
イ
ス
は

何
度
も
コ
ウ
ト
に
相
談
し
、
そ
の
『
ル
ジ
ア
ダ
ス
』
に
も
数
か
所
で
彼
の
意
見
が
採

用
さ
れ
た
。
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
は
カ
モ
ン
イ
ス
の
願
い
に
従
っ
て
、
こ
の
英

雄
的
な
叙
事
詩
に
注
釈
を
つ
け
た
。
こ
れ
ら
の
注
釈
は
五
番
目
の
歌
ま
で
達
し
た
も

の
の
、
彼
の
身
に
生
じ
た
他
の
障
害
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
断
片
的
な
も
の
が
評
価
に
値
し
な
い
と
い
う
こ
と

は
な
い
。
そ
れ
ら
は
現
在
、
エ
ヴ
ォ
ラ
の
律
修
司
祭
ド
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
デ
・

カ
ス
ト
ロ
の
手
元
に
あ
る
。と
い
う
の
も
、デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
の
親
友
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
叔
父
ド
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
デ
・
カ
ス
ト
ロ
・
ペ
レ
イ
ラ

に
託
さ
れ
、
そ
の
所
有
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ド
ン
・
フ
ィ
リ
ー
ペ
一
世
が
当
〔
ポ
ル
ト
ガ
ル
〕
諸
王
国
の
王
位
に
就
く
こ
と
に

な
り
、
こ
の
君
は
非
常
に
思
慮
深
く
、
そ
の
臣
下
に
と
っ
て
等
し
く
利
益
と
な
る
こ

と
に
常
に
目
を
向
け
ら
れ
る
方
で
あ
っ
た
の
で
、
我
等
の
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
バ
ロ
ス

が
記
し
残
し
た
時
代
に
つ
い
て
、
イ
ン
デ
ィ
ア
の
歴
史
〔
執
筆
〕
を
継
続
す
る
よ
う

お
命
じ
に
な
ら
れ
た
。〔
バ
ロ
ス
の
〕
最
初
の
三
つ
の
『
デ
カ
ダ
集
』
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
広
く
受
容
さ
れ
、大
い
に
称
賛
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、〔
新
し
い
年
代
記
も
〕『
デ

カ
ダ
集
』
の
タ
イ
ト
ル
、
同
じ
形
で
記
述
さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
れ
た
。
そ
の
よ
う
な

偉
大
な
事
業
の
た
め
に
、
国
王
は
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
を
任
命
さ
れ
た
。
た
と

え
ゴ
ア
に
住
ん
で
い
よ
う
と
も
、
そ
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
の
評
判
は
遠
く
ま
で
届

い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。国
王
は
イ
ン
デ
ィ
ア
の
年
代
記
家
と
い
う
称
号
を
授
け
て
、

こ
の
作
品
を
彼
に
委
ね
た
。
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
は
心
を
込
め
て
そ
れ
を
引
き

（
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受
け
、
後
述
の
よ
う
に
、
そ
の
事
業
を
完
遂
し
た
。

　

彼
が
最
初
に
着
手
し
た
の
は
、「
第
一
〇
デ
カ
ダ
」
で
あ
っ
た
。
国
王
〔
フ
ィ
リ
ー

ペ
〕
が
宣
誓
さ
れ
、
あ
の
〔
イ
ン
デ
ィ
ア
〕
領
に
も
認
識
さ
れ
た
日
か
ら
始
め
る
た

め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
陛
下
が
彼
に
お
命
じ
に
な
っ
た
の
は
、
ト
ゥ
リ
オ
〔
キ
ケ

ロ
〕
が
存
命
中
に
自
分
の
行
動
が
歴
史
に
書
き
記
さ
れ
る
の
を
見
れ
ば
感
じ
る
で
あ

ろ
う
と
歴
史
家
の
ル
セ
イ
オ
〔
ル
キ
ウ
ス
・
ル
ッ
ケ
イ
ウ
ス
〕
に
告
白
し
た
喜
び
よ

り
も
、
あ
れ
ら
の
〔
イ
ン
デ
ィ
ア
の
〕
地
域
で
陛
下
が
彼
に
仕
え
る
そ
の
臣
下
に
負

う
と
こ
ろ
の
も
の
〔
軍
功
褒
賞
〕
を
支
払
う
た
め
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
い
っ
た
次
第
で
、
マ
ヌ
エ
ル
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
の
統
治
を
最
後
と
し
て
、「
第

一
〇
デ
カ
ダ
」
が
書
き
終
え
ら
れ
た
。
国
王
は
こ
の
作
品
を
高
く
評
価
し
、
自
ら
の

書
状
を
以
て
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
を
労
っ
た
。
そ
し
て
、
重
ね
て
、
ジ
ョ
ア

ン
・
デ
・
バ
ロ
ス
が
着
手
し
な
か
っ
た
、
よ
り
前
の
時
代
に
戻
っ
て
各
時
代
の
『
デ

カ
ダ
集
』
の
歴
史
を
継
続
す
る
よ
う
注
文
し
た
。
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
は
そ
れ

に
従
い
、
ご
く
短
期
間
で
、
第
四
の
時
代
を
、
同
様
に
第
五
、
第
六
、
第
七
、
第
一

一
、
第
一
二
が
作
成
さ
れ
た
。

　

第
八
と
第
九
の
時
代
は
一
六
一
四
年
に
終
え
ら
れ
た
。
国
王
に
そ
れ
ら
を
送
ろ
う

と
し
て
い
る
う
ち
に
、
重
篤
な
病
に
罹
り
、
生
命
が
危
ぶ
ま
れ
た
。
こ
の
期
間
に
、

こ
れ
ら
の
二
巻
は
彼
の
家
か
ら
姿
を
消
し
た
。
誰
か
が
他
人
の
仕
事
を
利
用
す
る
た

め
に
持
ち
去
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
神
は
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
に
健

康
を
取
り
戻
す
よ
う
思
し
召
さ
れ
た
。
そ
の
頃
彼
は
す
で
に
七
二
歳
で
あ
っ
た
。
ま

た
神
は
、
彼
に
残
さ
れ
て
い
た
覚
書
と
非
常
に
恵
ま
れ
て
い
た
記
憶
力
を
も
と
に
ふ

た
た
び
二
つ
の
デ
カ
ダ
で
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
集
め
る
た
め
に
健
康
と
力
を
賦
与

し
た
。
そ
こ
か
ら
彼
は
一
冊
の
み
作
成
し
、
そ
こ
で
非
常
に
重
要
な
こ
と
の
み
を
再

現
し
、
中
で
も
最
大
限
重
要
な
こ
と
を
よ
り
長
く
叙
述
し
た
。
か
く
し
て
そ
の
盗
難

は
こ
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
た
。
そ
し
て
い
つ
か
〔
盗
ま
れ
た
物
が
〕
現
れ
る
と
す
れ

ば
、
そ
の
順
序
か
ら
も
、
取
り
扱
い
事
項
か
ら
も
、
明
ら
か
に
そ
の
作
者
が
公
に
な

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
『
デ
カ
ダ
集
』
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
第
四
、
第
五
、
第

六
、
第
七
の
み
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
第
六
に
関
し
て
は
、
あ
る
大
き
な
災
厄
が
生

じ
た
。
と
い
う
の
も
、
印
刷
所
で
印
刷
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
、
周
辺
の
家
々
で
火
災

が
発
生
し
、
す
べ
て
の
巻
が
焼
け
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
た
ま
た
ま

す
で
に
リ
ス
ボ
ン
の
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
修
道
院
に
納
め
ら
れ
て
い
た
六
冊
の
み
が

難
を
逃
れ
た
。
そ
れ
以
外
の
『
デ
カ
ダ
集
』
は
ま
だ
日
の
目
を
見
て
お
ら
ず
、
デ
ィ

オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
の
死
没
に
あ
た
り
、
そ
れ
ら
は
そ
の
義
兄
で
あ
る
パ
ー
ド
レ
・

ア
デ
オ
ダ
ー
ト
・
ダ
・
ト
リ
ニ
ダ
ー
デ
の
手
元
に
置
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
が
こ
れ
ら
の
『
デ
カ
ダ
集
』
に
関
し
て
守
っ
た
様
式
は
、

非
常
に
簡
潔
で
素
朴
な
が
ら
豊
富
な
叙
述
、
そ
れ
に
よ
っ
て
各
人
の
行
動
が
明
確
に

な
り
、
あ
の
地
域
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
達
の
身
の
上
に
生
じ
た
不
運
な
出
来
事
、
栄
華

の
理
由
が
明
ら
か
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
ち
ら
の
地
域
〔
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〕
で

も
書
か
れ
る
こ
と
の
真
実
性
に
お
い
て
は
比
肩
し
う
る
歴
史
書
は
あ
る
と
し
て
も
、

〔
デ
カ
ダ
集
の
〕
物
語
の
最
重
要
の
部
分
、
す
な
わ
ち
東
洋
の
大
公
た
ち
、
あ
れ
ら

の
地
域
の
民
の
習
慣
、遠
く
離
れ
た
地
域
、実
際
の
地
理
学
に
も
と
づ
く
状
況
を
扱
っ

た
部
分
こ
そ
が
、
多
く
の
者
に
期
待
す
る
恩
恵
〔
知
的
満
足
〕
を
与
え
た
。
そ
れ
ら

の
『
デ
カ
ダ
集
』
か
ら
明
確
に
分
か
る
よ
う
に
、
そ
こ
で
は
彼
よ
り
前
に
東
洋
の
こ

と
に
つ
い
て
書
い
た
人
が
こ
れ
ら
の
材
料
に
お
い
て
犯
し
た
誤
り
に
関
し
て
も
、
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
の
〔
収
集
〕
に
は
、
元
々
古
代
、
現
代
の
地
理
研

究
に
極
め
て
熱
心
で
あ
っ
た
の
に
加
え
、
あ
れ
ら
の
地
域
で
五
〇
年
以
上
に
わ
た
っ

て
滞
在
し
て
得
た
経
験
は
、
彼
に
は
大
変
役
立
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
彼
が
軍
隊
生
活

を
送
っ
た
期
間
に
、
あ
れ
ら
の
王
国
の
交
易
を
実
見
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て
後

に
あ
の
〔
イ
ン
デ
ィ
ア
〕
領
の
都
で
あ
る
ゴ
ア
の
市
民
と
し
て
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ

る
出
来
事
の
真
実
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
と
い
う
の
も
、
あ
の
町
に
は
あ
ら

ゆ
る
副
王
が
滞
在
し
、
そ
こ
か
ら
総
て
の
艦
隊
が
出
発
し
、
休
養
の
た
め
に
戻
っ
て
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く
る
の
で
あ
る
か
ら
。
か
く
し
て
〔
コ
ウ
ト
は
〕
実
際
に
征
服
事
業
に
参
加
す
る
者

達
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
町
に
は
そ
れ
ら
を
実
際
に
目
に
し
た
証

人
も
〔
他
に
〕
に
い
た
か
ら
、〔
彼
等
は
〕
真
実
を
話
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ

れ
に
は
も
う
一
つ
別
の
理
由
が
加
わ
っ
た
。

　

そ
れ
は
彼
が
イ
ン
デ
ィ
ア
領
の
ト
ル
レ
・
ド
・
ト
ン
ボ
の
館
長
の
職
に
あ
っ
た
こ

と
に
よ
る
。
そ
の
職
務
は
彼
が
副
王
マ
テ
ィ
ア
ス
・
デ
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
か
ら
そ
の

公
文
書
館
を
整
備
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
際
、
国
王
ド
ン
・
フ
ィ
リ
ー
ペ
一
世
よ

り
与
え
ら
れ
た
職
位
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
平
和
協
定
、
訓
令
、
書
記

局
の
記
録
、
重
要
な
書
類
等
々
が
納
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
従
来
、
イ
ン
デ
ィ
ア
領

の
事
務
長
官
や
そ
の
他
の
役
人
た
ち
の
管
理
下
に
あ
っ
た
。〔
イ
ン
デ
ィ
ア
領
の
〕

歴
史
に
関
係
す
る
も
の
は
全
て
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
情
報
が
彼
の
元
に
集
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら
を
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
や
サ
ッ
ル

ス
テ
ィ
ウ
ス
に
も
劣
ら
ぬ
信
憑
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の

〔
真
実
の
情
報
を
得
た
い
と
い
う
〕
欲
望
は
、
彼
等
〔
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
や
サ
ッ
ル
ス

テ
ィ
ウ
ス
〕
を
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
イ
タ
リ
ア
へ
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
ヌ
ビ
ア
へ
と
導
い
た
。

そ
れ
ら
は
、
実
際
の
州
の
位
置
、
記
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
こ
で
生

じ
た
こ
と
に
関
す
る
情
報
と
扱
う
べ
き
こ
と
を
入
手
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら

は
何
年
も
前
の
過
去
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
や
む
を
得
ず
多
く
の
重
要
な
部
分
で

情
報
に
欠
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
我
々
が
日
々
認
識
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
情
報
は

様
々
な
土
地
や
場
所
を
渡
り
ゆ
く
中
で
変
化
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
作
品
は
、
そ
の
長
大
さ
に
お
い
て
も
、
大
い
に
尊
敬
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
は
、
他
の
作
家
が
そ
の
数
に
及
ぶ
の
は
稀

と
言
え
る
こ
れ
ら
の
九
つ
の
『
デ
カ
ダ
集
』
の
中
で
、
九
〇
も
の
書
を
書
き
記
し
た

の
み
な
ら
ず
、こ
れ
ら
す
べ
て
の
歴
史
叙
述
が
彼
一
人
の
書
下
ろ
し
に
よ
る
も
の
で
、

他
の
書
き
手
を
か
ら
取
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
如
実
に
表
さ
れ

る
彼
の
優
れ
た
能
力
と
そ
の
価
値
は
、た
と
え
冊
数
に
お
い
て
は
勝
る
と
も
、リ
ウ
ィ

ウ
ス
さ
え
も
及
ば
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
の
歴
史
書
の
大
半
は
別
の

人
、と
り
わ
け
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
著
作
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。ポ
リ
ュ

ビ
オ
ス
も
ま
た
自
分
の
作
品
に
関
し
て
、
多
く
の
作
者
が
ロ
ー
マ
人
に
よ
る
征
服
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
も
の
を
利
用
し
て
、
そ
の
『
歴
史universal his-

toria

』
を
編
集
し
た
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・

コ
ウ
ト
は
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
バ
ロ
ス
が
書
く
に
至
ら
な
か
っ
た
時
代
の
イ
ン
デ
ィ
ア

領
の
歴
史
に
、初
め
て
光
を
当
て
た
人
で
あ
る（
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
デ
・
カ
ス
タ
ニ
ェ
ー

ダ
が
記
し
た
ヌ
ー
ノ
・
ダ
・
ク
ー
ニ
ャ
の
統
治
初
期
に
関
す
る
も
の
を
除
く
と
で
は

あ
る
が
―
本
文
中
挿
入
句
。）。
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
バ
ロ
ス
の
第
四
の
「
デ
カ
ダ
」
は

ヌ
ー
ノ
・
ダ
・
ク
ー
ニ
ャ
の
統
治
で
終
わ
り
、
随
分
経
っ
て
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
作
品
を
完
全
に
仕
上
げ
、簡
略
に
東
洋
の
情
報
を
知
ら
し
め
る
た
め
、〔
コ
ウ
ト
は
〕

も
う
一
冊
の
書
物
、
す
な
わ
ち
『
イ
ン
デ
ィ
ア
史
梗
概 E

pilogo da história da Ín-
dia

』
を
編
集
し
た
。
そ
こ
で
は
、
我
々
の
要
塞
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
そ
こ
で
生
じ

た
主
要
な
出
来
事
を
含
め
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
我
々
の
〔
こ
れ
ま
で
の
〕
歴
史
家
た

ち
が
書
き
洩
ら
し
た
こ
と
、そ
の
後
新
た
に
生
じ
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
内
容
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
こ
の
書
物
で
は
、
東
洋
の
歴
史
、
交
易
、
政
体
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

が
要
点
整
理
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
明
朗
か
つ
簡
潔
に
こ
の
綱
要
に
合
っ
た
文
体
を

採
用
し
て
い
る
。
演
説
の
形
式
に
お
い
て
も
、
一
層
雄
弁
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、

彼
の
『
デ
カ
ダ
集
』
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
以
上
に
、
彼
の
時
代
に
ゴ
ア
に
入
城
し
た

総
督
や
副
王
た
ち
の
大
半
の
た
め
に
、
演
説
を
〔
代
理
で
〕
作
成
す
る
た
め
に
選
ば

れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
少
な
か
ら
ず
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
そ
こ
で

用
い
ら
れ
て
い
る
単
な
る
文
体
や
装
文
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
言
わ
れ
る

こ
と
の
真
実
さ
、
率
直
さ
で
際
立
っ
て
い
る
。
演
説
の
い
く
つ
か
は
出
版
さ
れ
て
い

る
が
、
彼
が
そ
の
著
者
で
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
。

　

デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
に
は
若
い
頃
か
ら
、
祖
国
の
公
益
に
対
す
る
情
熱
が
備

わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
天
性
の
理
解
力
や
経
験
が
加
わ
っ
て
、
共
同
体
の
政
治
、
と
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り
わ
け
彼
が
属
し
て
い
た
イ
ン
デ
ィ
ア
領
の
そ
れ
に
不
都
合
な
こ
と
が
生
じ
る
理
由

を
彼
に
考
え
さ
せ
た
。
そ
こ
に
は
国
王
が
不
在
で
、
高
級
官
僚
た
ち
の
不
正
な
行
い

が
無
秩
序
を
増
幅
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
悪
を
是
正
す
る
べ
く
、
ま
だ
国
王
ド
ン
・
セ

バ
ス
チ
ャ
ン
が
存
命
で
あ
っ
た
頃
に
、『
老
練
な
る
兵
士 O

 Soldado prático

』
と

い
う
一
書
物
を
書
き
記
し
た
。
そ
れ
は
「
対
話
」
の
形
式
で
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た

副
王
が
、
そ
の
時
自
ら
の
請
願
の
た
め
に
宮
廷
内
に
居
合
わ
せ
た
イ
ン
デ
ィ
ア
の
一

老
兵
と
話
を
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
〔
副
王
の
イ
ン
ド
へ
の
〕
渡
航

に
と
っ
て
重
要
な
情
報
、
王
室
国
庫
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
、
あ
の
〔
イ
ン
デ
ィ
ア
〕

領
の
軍
隊
の
状
況
を
知
る
た
め
で
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
事
柄
に
お
い
て
、
礼
儀
正
し

く
簡
潔
に
、
何
を
遵
守
し
、
何
を
避
け
る
べ
き
か
、
例
や
基
本
的
な
理
由
を
挙
げ
な

が
ら
説
明
さ
れ
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
こ
の
書
物
は
あ
の
〔
イ
ン
デ
ィ
ア
領
の
〕
政

府
に
と
っ
て
、
非
常
に
優
れ
た
導
入
書
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
作
品

が
完
成
す
る
前
に
、
そ
の
原
書
は
盗
難
に
遭
い
、
仕
方
な
く
し
て
、
当
〔
ポ
ル
ト
ガ

ル
〕
王
国
に
著
者
の
名
前
の
な
い
状
態
で
到
着
し
た
。
そ
こ
で
何
種
類
か
の
写
本
が

作
成
さ
れ
、
そ
れ
を
入
手
し
た
人
に
は
高
く
評
価
さ
れ
た
。
一
六
一
〇
年
、
コ
ウ
ト

は
友
人
か
ら
そ
れ
を
知
ら
さ
れ
、
こ
の
作
品
を
書
き
直
す
こ
と
に
し
た
。
と
い
う
よ

り
も
む
し
ろ
、
新
た
に
書
い
た
と
言
え
る
。
そ
の
会
話
の
中
に
、
す
で
に
イ
ン
デ
ィ

ア
で
総
督
で
あ
っ
た
人
と
、
同
地
で
老
練
な
兵
士
で
あ
っ
た
人
を
登
場
さ
せ
、
二
人

と
も
あ
る
財
務
官
の
家
で
あ
の
〔
イ
ン
デ
ィ
ア
〕
領
に
関
す
る
こ
と
を
話
し
合
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
は
、
当
世
の
問
題
に
合
わ
せ
、
大
変
な
熟
慮
と
深
慮
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
そ
の
土
地
を
統
べ
る
者
に
手
引
き
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
土

地
に
関
し
て
い
つ
の
時
代
も
正
し
い
情
報
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、

ア
レ
ン
ケ
ー
ル
侯
爵
に
献
じ
ら
れ
た
も
の
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
コ
ウ
ト
が
託
し
た
エ

ヴ
ォ
ラ
の
教
会
聖
歌
隊
指
揮
者
の
マ
ヌ
エ
ル
・
セ
ヴ
ェ
リ
ン
・
デ
・
フ
ァ
リ
ア
の
文

庫
に
あ
る
。

　

こ
の
故
国
の
名
誉
に
対
す
る
情
熱
は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
の
パ
ー
ド
レ
・
フ
レ
イ
・

ル
イ
ス
・
デ
・
ウ
ル
レ
ッ
タ
が
著
し
た
も
の
を
弁
駁
す
る
目
的
で
一
冊
の
書
物
を
彼

に
書
か
せ
た
。〔
ウ
ル
レ
ッ
タ
の
書
は
〕
我
々
が
俗
に
プ
レ
ス
テ
・
ジ
ョ
ア
ン
と
呼

ぶ
エ
チ
オ
ピ
ア
王
国
の
歴
史
と
政
治
に
つ
い
て
の
記
録
で
、
そ
の
パ
ー
ド
レ
は
東
洋

に
関
す
る
僅
か
な
知
識
で
も
っ
て
、
イ
ン
デ
ィ
ア
領
の
歴
史
を
読
む
こ
と
な
く
、
こ

の
〔
ポ
ル
ト
ガ
ル
〕
王
国
の
歴
史
す
ら
読
む
こ
と
な
く
書
い
た
も
の
で
あ
っ
た
（
そ

れ
は
あ
た
か
も
森
と
バ
レ
ン
シ
ア
の
快
楽
に
囲
ま
れ
て
、
そ
れ
を
話
し
、
彼
が
信
じ

る
一
人
の
男
以
外
に
は
会
う
こ
と
も
な
く
書
か
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
―
本
文
中

挿
入
句
）。
そ
の
本
は
驚
く
べ
き
内
容
の
、
大
胆
な
物
語
で
は
あ
る
が
、
歴
史
の
真

実
に
全
く
反
す
る
多
く
の
こ
と
を
語
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
パ
ー
ド
レ
・
フ
ェ
ル
ナ

ン
・
ゲ
レ
イ
ロ
や
ニ
コ
ラ
オ
・
ゴ
デ
ィ
ー
ニ
ョ
が
詳
細
な
弁
駁
を
も
っ
て
す
で
に

パ
ー
ド
レ
・
ウ
ル
レ
ッ
タ
に
反
論
し
た
が
、
ゴ
ア
に
い
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
パ
ー
ド
レ

達
は
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
に
、
こ
の
王
国
の
名
誉
の
た
め
に
、
や
は
り
反
論
す

る
よ
う
に
依
頼
し
た
。
す
で
に
納
骨
堂
に
半
分
身
を
沈
め
た
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た

が
、コ
ウ
ト
は
そ
れ
を
実
行
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、魂
に
大
変
な
活
力
が
み
な
ぎ
っ

て
い
た
の
で
、
肉
体
の
力
は
か
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
が
、
理
解
力
は
完
璧
に
近

づ
い
て
い
っ
た
。
イ
ン
デ
ィ
ア
領
の
〔
イ
エ
ズ
ス
会
の
〕
パ
ー
ド
レ
達
は
ブ
ラ
ガ
大

司
教
の
ド
ン
・
ア
レ
イ
シ
ョ
・
デ
・
メ
ネ
ゼ
ス
の
元
へ
、
作
者
の
依
頼
に
も
と
づ
い

て
、
そ
の
本
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ら
に
時
間
を
取
ら
れ
た
た
め
に
、
イ
ン
デ
ィ
ア

領
の
交
易
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
開
始
し
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
他
の
仕
事

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
章
で
は
東
洋
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
へ
航
海
す

る
た
め
の
天
候
、
季
節
風
、
度
量
衡
、
通
貨
、
そ
れ
〔
交
易
〕
に
関
係
す
る
そ
の
他

の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
書
き
記
す
予
定
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
に
お
い
て
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
は
、
善
良
で
有
能
な
奉
仕
者

と
し
て
、
一
六
一
六
年
ま
で
、
彼
に
与
え
ら
れ
た
才
能
を
隈
な
く
利
用
し
、
人
生
の

大
半
を
費
や
し
た
。
そ
の
年
、
一
二
月
一
〇
日
の
土
曜
日
、
神
は
、
そ
れ
ら
の
作
品

に
見
合
う
だ
け
の
恩
賞
を
与
え
よ
う
と
、七
四
歳
に
な
る
彼
を
身
元
に
召
し
給
う
た
。
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デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
は
中
背
の
人
で
、
気
性
は
陽
気
、
た
た
ず
ま
い
も
尊
敬

に
値
し
、
薄
茶
色
の
目
に
は
生
気
が
宿
り
、
か
な
り
鷲
鼻
、
非
常
に
勤
勉
で
あ
っ
た
。

そ
の
著
作
の
多
さ
が
示
す
よ
う
に
、
極
め
て
思
慮
深
く
、
そ
の
た
め
に
非
常
に
重
要

な
案
件
で
何
度
も
イ
ン
デ
ィ
ア
領
副
王
か
ら
諮
問
を
受
け
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、

長
年
イ
ン
デ
ィ
ア
領
で
生
活
し
た
人
に
し
て
は
、ほ
と
ん
ど
欲
が
な
い
人
で
あ
っ
た
。

財
産
よ
り
も
才
能
や
美
点
に
恵
ま
れ
、〔
資
産
は
〕
名
誉
あ
る
人
と
し
て
生
活
す
る

の
に
不
足
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
長
年
連
れ
添
っ
た
妻
と
の
間
に
は
娘
が

一
人
い
た
が
、
結
婚
前
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
の
血
脈
は
残
さ
れ
な
か
っ

た
。
古
人
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
不
幸
と
捉
え
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
ほ
ど

悪
い
こ
と
で
も
な
か
っ
た
。
古
人
が
大
き
な
幸
運
と
考
え
た
も
の
、
す
な
わ
ち
他
人

に
起
き
た
こ
と
が
ら
を
書
き
〔
歴
史
記
述
〕、
彼
自
身
が
記
述
さ
れ
る
材
料
を
提
供

す
る
〔
軍
役
〕
と
い
う
幸
運
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
彼
の
肖
像
画
の
足
元
に
、
あ
の
二
行
対
句
を
描
い
た
の
は
理
由
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
不
滅
の
存
在
と
し
て
、
そ
の
『
デ
カ
ダ
集
』
に
は
彼
の

為
に
次
の
よ
う
に
印
刷
さ
れ
た
。

―Exprim
it effi

gies, quod solum
 in Cesare visum

 est.
H

istoriam
 calam

o tractat, &
 arm

a m
anu.

―

―
こ
の
絵
を
見
よ
。
カ
エ
サ
ル
に
の
み
見
ら
れ
る
こ
と
。
歴
史
の
ペ
ン
と
共
に
、

武
器
も
持
つ
―
。

三
　
第
一
の
巻
「
第
四
デ
カ
ダ
」（
翻
訳
）

第
一
の
書

【
第
一
章
】
総
督
ド
ン
・
エ
ン
リ
ケ
・
デ
・
メ
ネ
ゼ
ス
の
死
に
よ
り
、
マ
ラ
ッ
カ
司

令
官
の
任
に
あ
っ
た
ペ
〔
ド
〕
ロ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ニ
ャ
ス
が
イ
ン
デ
ィ
ア
の
統
治
を

継
承
し
た
次
第
。
財
務
長
官
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
メ
シ
ア
が
第
三
継
承
者
の
箱
を
開
け
、

ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
が
継
承
に
至
っ
た
次
第
。

【
第
二
章
】
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
メ
シ
ア
が
イ
ン
デ
ィ
ア
を
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン

パ
イ
オ
に
引
き
渡
し
た
経
緯
。
総
督
〔
サ
ン
パ
イ
オ
〕
が
ゴ
ア
へ
出
発
し
た
次
第
。

バ
カ
ノ
ー
ル
〔
岩
礁
〕
に
お
け
る
サ
ー
モ
リ
ー
の
艦
隊
に
対
す
る
大
勝
利
に
つ
い
て
。

【
第
三
章
】
総
督
が
そ
の
町
の
司
令
官
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
サ
と
共
に
、

ゴ
ア
に
到
着
し
た
こ
と
。〔
ゴ
ア
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
〕
総
督
を
ゴ
ア
に
迎
え
よ
う

と
し
な
か
っ
た
こ
と
。〔
総
督
が
〕
数
人
の
カ
ピ
タ
ン
を
外
地
〔
各
要
塞
〕
へ
派
遣

し
た
こ
と
。
総
督
が
オ
ル
ム
ズ
に
出
発
し
た
次
第
。

【
第
四
章
】
メ
ッ
カ
海
峡
に
お
い
て
、
エ
イ
ト
ー
ル
・
ダ
・
シ
ル
ヴ
ェ
イ
ラ
の
身
に

生
じ
た
こ
と
。
マ
ッ
サ
ワ
諸
島
〔
エ
リ
ト
リ
ア
沿
岸
〕
に
向
か
っ
た
経
緯
と
ド
ン
・

ロ
ド
リ
ゴ
・
デ
・
リ
マ
を
プ
レ
ス
テ
・
ジ
ョ
ア
ン
の
元
〔
エ
チ
オ
ピ
ア
〕
へ
迎
え
に

行
く
よ
う
命
じ
た
次
第
。
オ
ル
ム
ズ
ま
で
の
航
海
に
お
い
て
、
彼
〔
サ
ン
パ
イ
オ
〕

の
身
に
生
じ
た
こ
と
。

【
第
五
章
】
オ
ル
ム
ズ
ま
で
の
航
海
に
お
い
て
、
エ
イ
ト
ー
ル
・
ダ
・
シ
ル
ヴ
ェ
イ

ラ
の
身
に
生
じ
た
こ
と
。
総
督
が
プ
レ
ス
テ
・
ジ
ョ
ア
ン
か
ら
の
使
節
を
迎
え
た
次

第
。

【
第
六
章
】
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
メ
シ
ア
が
総
督
ぺ
〔
ド
〕
ロ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ニ
ャ
ス
を

マ
ラ
ッ
カ
へ
迎
え
に
行
か
せ
た
次
第
。
そ
し
て
彼
が
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
後
に
お

こ
な
っ
た
こ
と
。
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
ジ
ュ
ザ
ル
テ
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

デ
・
サ
の
身
に
そ
の
旅
で
生
じ
た
こ
と
。

【
第
七
章
】
エ
イ
ト
ー
ル
・
ダ
・
シ
ル
ヴ
ェ
イ
ラ
が
メ
ッ
カ
か
ら
来
る
ナ
ウ
船
団
を

待
つ
た
め
に
オ
ル
ム
ズ
へ
出
発
し
た
次
第
、
デ
ィ
ー
ウ
の
司
令
官
で
あ
る
メ
リ
ク
・

ア
ズ
〔
マ
リ
ク
・
ア
ヤ
ー
ズ
〕
が
あ
の
要
塞
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
譲
渡
す
る
こ
と
を

図
っ
た
次
第
。
あ
の
島
の
来
歴
、
モ
ー
ロ
人
が
あ
の
王
国
を
征
服
し
た
時
の
こ
と
に

つ
い
て
。
メ
リ
ク
・
ア
ズ
と
の
〔
交
渉
〕
で
、
エ
イ
ト
ー
ル
・
ダ
・
シ
ル
ヴ
ェ
イ
ラ

の
身
に
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
。

【
第
八
章
】
ハ
グ
・
マ
ム
ー
デ
〔
ア
ー
ガ
ー
・
マ
フ
ム
ー
ド
〕
が
そ
の
要
塞
を
エ
イ
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ト
ー
ル
・
ダ
・
シ
ル
ヴ
ェ
イ
ラ
に
譲
渡
さ
せ
ぬ
よ
う
、
メ
リ
ク
・
サ
カ
〔
マ
リ
ク
・

イ
ス
ハ
ー
ク
〕
に
翻
意
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
。
彼
〔
シ
ル
ヴ
ェ
イ
ラ
〕
が
チ
ャ
ウ

ル
へ
何
の
成
果
も
な
く
立
ち
去
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
。
ハ
グ
・
マ
ム
ー
デ
が
裏
切
り

に
よ
り
要
塞
を
手
に
入
れ
、
カ
ン
バ
ヤ
の
王
に
そ
れ
を
引
き
渡
し
た
次
第
。

【
第
九
章
】
本
〔
一
五
〕
二
六
年
、〔
ポ
ル
ト
ガ
ル
〕
王
国
か
ら
出
発
し
た
艦
隊
に

つ
い
て
。
国
王
が
命
じ
た
新
し
い
継
承
〔
人
事
配
置
〕
に
つ
い
て
。
財
務
長
官
の
ア

フ
ォ
ン
ソ
・
メ
シ
ア
が
第
一
〔
継
承
者
の
〕
箱
を
開
け
、
そ
こ
で
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・

デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
が
就
任
し
た
こ
と
。

【
第
十
章
】
総
督
〔
サ
ン
パ
イ
オ
〕
が
、
コ
チ
ン
に
お
い
て
行
っ
た
こ
と
。〔
ポ
ル

ト
ガ
ル
〕
王
国
へ
と
出
発
し
た
ナ
ウ
船
団
に
つ
い
て
。
国
王
ド
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
が
ア

ビ
シ
ニ
ア
の
使
節
を
迎
え
た
次
第
。

第
二
の
書

【
第
一
章
】
マ
ラ
ッ
カ
王
国
・
諸
王
の
起
源
と
始
ま
り
。
マ
フ
ァ
メ
デ
の
法
を
受
け

入
れ
た
時
代
に
つ
い
て
。
ビ
ン
タ
ン
島
に
関
す
る
基
礎
と
記
述
に
つ
い
て
。

【
第
二
章
】
総
督
ペ
〔
ド
〕
ロ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ニ
ャ
ス
が
ビ
ン
タ
ン
へ
出
発
し
た
次

第
。
総
督
が
パ
ハ
ン
の
王
の
艦
隊
を
打
ち
破
っ
た
次
第
。
我
々
を
待
ち
受
け
て
い
た
、

河
口
で
の
大
変
厄
介
な
作
業
に
つ
い
て
。

【
第
三
章
】
敵
〔
ビ
ン
タ
ン
側
〕
が
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
セ
ラ
ォ
ン
の
ナ
ヴ
ィ
オ
船
を
危

険
に
陥
れ
た
次
第
。
同
船
が
見
舞
わ
れ
た
危
険
に
つ
い
て
。
総
督
が
〔
セ
ラ
ォ
ン
の

船
を
〕
救
い
、
ビ
ン
タ
ン
の
町
を
襲
い
、
陥
落
さ
せ
た
次
第
。

【
第
四
章
】
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
の
統
治
に
関
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
の

人
々
の
騒
動
に
つ
い
て
。
ル
ー
ム
人
の
ガ
レ
ー
船
団
を
探
す
準
備
を
し
た
次
第
。

【
第
五
章
】
コ
チ
ン
に
到
着
す
る
ま
で
に
ペ
〔
ド
〕
ロ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ニ
ャ
ス
の
身

に
生
じ
た
こ
と
。ア
フ
ォ
ン
ソ
・
メ
シ
ア
が
彼
の
上
陸
を
阻
止
し
た
次
第
。カ
ン
ヌ
ー

ル
に
起
き
た
こ
と
。〔
ペ〔
ド
〕ロ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ニ
ャ
ス
が
〕ゴ
ア
に
向
け
て
カ
ト
ゥ

ル
〔
櫂
船
〕
で
出
発
し
た
次
第
。

【
第
六
章
】総
督
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
が
ペ〔
ド
〕ロ
・
マ
ス
カ
レ
ー

ニ
ャ
ス
に
つ
い
て
の
知
ら
せ
を
得
て
し
た
こ
と
。
港
口
で
彼
〔
ペ
〔
ド
〕
ロ
・
マ
ス

カ
レ
ー
ニ
ャ
ス
〕
を
待
つ
よ
う
命
じ
、
手
錠
を
か
け
て
、
カ
ン
ヌ
ー
ル
ま
で
輸
送
し

た
次
第
。

【
第
七
章
】
シ
ャ
ウ
ル
の
司
令
官
で
あ
る
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
が
ロ

ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
に
宛
て
て
書
い
た
、
ペ
〔
ド
〕
ロ
・
マ
ス
カ
レ
ー

ニ
ャ
ス
に
関
す
る
こ
と
。
捕
縛
さ
れ
た
オ
ル
ム
ズ
の
宰
相
ラ
ス
・
シ
ャ
ラ
フ
ォ
〔
ラ

イ
ー
ス
・
シ
ャ
ラ
フ
ッ
デ
ィ
ー
ン
〕
が
ゴ
ア
に
到
着
し
た
次
第
。
ペ
〔
ド
〕
ロ
・
マ

ス
カ
レ
ー
ニ
ャ
ス
が
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
に
伝
え
た
要
望
に
つ
い
て
。

【
第
八
章
】ふ
た
り
の
総
督
の
諸
事
に
つ
い
て
ゴ
ア
で
起
き
た
反
抗
。エ
イ
ト
ー
ル
・

ダ
・
シ
ル
ヴ
ェ
イ
ラ
と
デ
ィ
オ
ゴ
・
ダ
・
シ
ル
ヴ
ェ
イ
ラ
が
ペ
〔
ド
〕
ロ
・
マ
ス
カ

レ
ー
ニ
ャ
ス
に
味
方
す
べ
く
乗
り
出
し
た
。

【
第
九
章
】
ペ
〔
ド
〕
ロ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ニ
ャ
ス
が
ゴ
ア
の
議
員
と
フ
ィ
ダ
ル
ゴ
ら

に
送
っ
た
抗
議
に
つ
い
て
。
彼
ら
が
抗
議
内
容
を
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン
パ
イ

オ
に
提
出
し
た
次
第
。

【
第
一
〇
章
】
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
が
ペ
〔
ド
〕
ロ
・
マ
ス
カ
レ
ー

ニ
ャ
ス
か
ら
の
抗
議
に
対
し
て
答
え
た
こ
と
。

【
第
一
一
章
】ペ〔
ド
〕ロ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ニ
ャ
ス
の
一
味
が
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・

サ
ン
パ
イ
オ
を
捕
ら
え
よ
う
と
し
た
次
第
。
そ
の
こ
と
に
関
し
て
持
た
れ
た
諸
会
合

に
つ
い
て
。
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
が
全
員
を
捕
ら
え
た
次
第
。

第
三
の
書

【
第
一
章
】
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
サ
の
遠
征
中
に
起
き
た
こ
と
。
ジ
ャ
ワ
島
に
関

す
る
記
述
に
つ
い
て
。
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
大
ジ
ャ
ワ
・
小
ジ
ャ
ワ
に
つ
い
て
。
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
メ
ロ
が
ア
チ
ェ
の
港
口
で
ト
ル
コ
人
た
ち
の
ナ
ウ
船
を
降
伏
さ
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せ
た
次
第
。

【
第
二
章
】
ド
ン
・
ガ
ル
シ
ア
・
エ
ン
リ
ケ
ス
が
テ
ィ
ド
ー
レ
の
王
と
和
解
し
、
彼

〔
ガ
ル
シ
ア
・
エ
ン
リ
ケ
ス
〕
が
す
ぐ
に
こ
れ
を
破
っ
た
次
第
。
こ
の
王
が
亡
く
な
っ

た
次
第
。〔
医
者
が
〕
毒
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
幇
助
し
た
疑
い
に
つ
い
て
。

【
第
三
章
】
モ
ル
ッ
カ
へ
の
遠
征
中
に
ド
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
・
デ
・
メ
ネ
ゼ
ス
の
身
に

生
じ
た
こ
と
。
パ
プ
ア
諸
島
を
発
見
し
た
次
第
。
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
を
出
発
し
て
モ

ル
ッ
カ
諸
島
に
向
か
っ
た
艦
隊
に
つ
い
て
。〔
モ
ル
ッ
カ
諸
島
〕
到
着
に
至
る
ま
で

の
航
路
に
つ
い
て
。

【
第
四
章
】
ド
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
・
デ
・
メ
ネ
ゼ
ス
が
モ
ル
ッ
カ
に
到
着
し
た
次
第
。

カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
人
た
ち
と
一
時
休
戦
し
た
が
、そ
の
和
平
が
す
ぐ
に
破
れ
た
次
第
。

バ
ヤ
ノ
王
が
逝
去
し
、
そ
の
兄
弟
で
あ
る
ア
ヤ
ロ
が
継
承
し
た
次
第
。
ロ
ブ
の
王
が

彼
の
港
に
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
殺
害
し
、
騙
し
て
ガ
レ
ー
船
を
拿
捕
し
た
次
第
。

【
第
五
章
】
ド
ン
・
シ
マ
ン
・
デ
・
メ
ネ
ゼ
ス
が
ペ
〔
ド
〕
ロ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ニ
ャ

ス
を
解
放
し
た
次
第
。
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
へ
の
要
求
に
つ
い
て
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
を
本
［
一
五
］
二
七
年
に
出
発
し
た
艦
隊
に
つ
い
て
。
そ
の
う
ち
二
隻

が
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ソ
島
〔
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
〕
で
遭
難
し
た
次
第
。

【
第
六
章
】
ト
ル
コ
の
ス
レ
イ
マ
ン
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
対
し
て
差
し
向
け
た
艦
隊

に
つ
い
て
。
司
令
官
の
間
で
の
諍
い
に
つ
い
て
。
提
督
〔
サ
ル
マ
ン
・
レ
イ
ス
〕
が

殺
害
さ
れ
、
艦
隊
が
解
体
し
た
次
第
。

【
第
七
章
】ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
・
ミ
ラ
ン
ダ
・
デ
・
ア
ゼ
ヴ
ェ
ー
ド
が
ペ〔
ド
〕ロ
・

マ
ス
カ
レ
ー
ニ
ャ
ス
に
服
従
す
べ
く
与
え
た
署
名
入
り
書
簡
に
つ
い
て
。
そ
の
ア
ン

ト
ニ
オ
・
デ
・
ミ
ラ
ン
ダ
と
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
が
ふ
た
り
の
総
督
間

の
問
題
に
つ
い
て
合
意
し
た
こ
と
。

【
第
八
章
】ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
に
調
停
案
を
見
せ
た
次
第
。彼〔
サ

ン
パ
イ
オ
〕
は
、
こ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
を
誓
い
、
係
争
中
の
問
題
に
つ
い
て
裁
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
コ
チ
ン
に
出
発
し
た
次
第
。
カ
ン
ヌ
ー
ル
で
ペ
〔
ド
〕

ロ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ニ
ャ
ス
と
の
間
に
起
き
た
こ
と
。

【
第
九
章
】
コ
チ
ン
で
総
督
た
ち
の
間
に
生
じ
た
意
見
の
相
違
に
つ
い
て
。
ロ
ポ
・

ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
の
側
に
立
つ
裁
定
者
が
二
人
増
え
た
次
第
。
そ
の
後
に

起
き
た
こ
と
。

第
四
の
書

【
第
一
章
】
新
た
に
加
え
ら
れ
た
判
事
た
ち
に
つ
い
て
。
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ

ン
パ
イ
オ
に
対
し
て
判
決
が
出
さ
れ
た
次
第
。
ペ
〔
ド
〕
ロ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ニ
ャ
ス

が
〔
ポ
ル
ト
ガ
ル
〕
王
国
へ
向
か
っ
て
乗
船
し
た
次
第
。

【
第
二
章
】
マ
ル
ク
の
司
令
官
ド
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
と
ド
ン
・
ガ
ル
シ
ア
・
エ
ン
リ

ケ
〔
ス
〕
の
間
で
、
彼
〔
ド
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
〕
が
携
え
て
い
た
あ
る
覚
書
に
関
し
て

生
じ
た
こ
と
。
そ
し
て
彼
が
マ
ラ
ッ
カ
に
救
援
を
求
め
、
ド
ン
・
ガ
ル
シ
ア
を
収
監

し
た
次
第
。

【
第
三
章
】
ド
ン
・
ガ
ル
シ
ア
の
仲
間
た
ち
が
彼
〔
ガ
ル
シ
ア
〕
に
、
ド
ン
・
ジ
ョ

ル
ジ
を
捕
え
る
よ
う
に
唆
し
た
次
第
。
そ
し
て
彼
〔
ガ
ル
シ
ア
〕
が
そ
れ
を
実
行
し
、

要
塞
に
籠
城
し
た
次
第
。

【
第
四
章
】
ド
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
の
友
人
た
ち
が
、
そ
の
収
監
を
知
っ
て
実
行
し
た
こ

と
。
彼
が
解
放
さ
れ
る
ま
で
に
生
じ
た
こ
と
。
ド
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
が
ボ
ル
ネ
オ
に
派

遣
し
た
者
た
ち
に
生
じ
た
こ
と
。

【
第
五
章
】
総
督
が
コ
チ
ン
に
滞
在
し
て
い
た
間
に
対
応
し
た
様
々
な
こ
と
。
外
洋

へ
派
遣
し
た
艦
隊
に
つ
い
て
、
ド
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
サ
が
カ
リ
カ
ッ
ト
の
一
艦

隊
に
対
し
て
挙
げ
た
大
勝
利
に
つ
い
て
。
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
デ
・
メ
ン
ド
ン
サ
が

オ
ル
ム
ズ
要
塞
に
入
城
し
た
次
第
、
そ
し
て
宰
相
ラ
ス
・
ハ
ム
デ
〔
ラ
イ
ー
ス
・
ア

フ
マ
ド
〕
の
死
に
つ
い
て
。

【
第
六
章
】
紅
海
の
海
峡
に
お
い
て
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
・
ミ
ラ
ン
ダ
の
身
の
上
に
生

じ
た
こ
と
。
そ
し
て
獲
得
し
た
戦
利
品
に
つ
い
て
。
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【
第
七
章
】
シ
マ
ン
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
・
ガ
ル
ヴ
ァ
ン
が
マ
ル
ク
へ
の
途
上
、
思
い
が

け
な
い
天
候
で
ア
チ
ェ
の
港
に
着
岸
し
た
次
第
。
ア
チ
ェ
の
一
艦
隊
と
そ
こ
で
交
え

た
激
し
い
、
驚
く
べ
き
戦
い
、
そ
こ
で
彼
〔
ガ
ル
ヴ
ァ
ン
〕
が
斃
れ
、
ガ
レ
ー
船
が

掠
奪
さ
れ
た
こ
と
。

【
第
八
章
】
ゴ
ン
サ
ロ
・
ゴ
メ
ス
・
デ
・
ア
ゼ
ヴ
ェ
ー
ド
が
モ
ル
ッ
カ
へ
向
か
っ
た

次
第
。
バ
ン
ダ
ヘ
到
着
し
、
そ
こ
で
ド
ン
・
ガ
ル
シ
ア
・
エ
ン
リ
ケ
ス
と
の
間
に
生

じ
た
こ
と
。
テ
ィ
ド
ー
レ
に
ア
ル
バ
ロ
・
デ
・
サ
ヤ
べ
ド
ラ
・
セ
ロ
ン
が
ノ
ヴ
ァ
・

エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
か
ら
出
発
し
て
到
着
し
た
次
第
。
ド
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
と
彼
の
間
に
生

じ
た
こ
と
。

【
第
九
章
】
オ
ル
ム
ズ
で
越
冬
し
た
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
・
ミ
ラ
ン
ダ
の
身
の
上
に
生

じ
た
こ
と
。
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
メ
ス
キ
ー
タ
が
カ
ン
バ
ヤ
の
艦
隊
の
捕
虜
に
な
り
、

モ
ー
ロ
人
に
な
る
べ
く
、
射
石
砲
一
基
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
こ
と
、
彼
が
堅
持
し
た

偉
大
な
不
屈
の
精
神
に
つ
い
て
。こ
の
艦
隊
が
エ
ン
リ
ケ
・
デ
・
マ
セ
ー
ド
と
戦
い
、

そ
こ
で
行
わ
れ
た
激
し
い
戦
闘
に
つ
い
て
。

【
第
一
〇
章
】
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・
メ
ロ
・
ジ
ュ
ザ
ル
テ
に
遠
征
中

生
じ
た
こ
と
。
ベ
ン
ガ
ル
の
海
岸
で
難
破
し
た
次
第
、
捕
虜
に
な
る
ま
で
に
経
験
し

た
多
大
な
労
苦
に
つ
い
て
。

第
五
の
書

【
第
一
章
】
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
ド
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
〔
三
世
〕
が
、
イ
ン
デ
ィ
ア
総
督

と
し
て
ヌ
ー
ノ
・
ダ
・
ク
ー
ニ
ャ
を
派
遣
し
た
次
第
。
そ
の
遠
征
で
生
じ
た
こ
と
に

つ
い
て
。

【
第
二
章
】
総
督
ヌ
ー
ノ
・
ダ
・
ク
ー
ニ
ャ
の
僚
船
に
生
じ
た
こ
と
。
彼
が
サ
ン
・

ロ
レ
ン
ソ
島
〔
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
〕
で
遭
難
し
た
次
第
。
マ
ヌ
エ
ル
・
デ
・
ラ
セ
ル

ダ
の
一
隊
の
兵
士
た
ち
の
身
の
上
に
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
。

【
第
三
章
】
コ
チ
ン
を
出
発
し
、
チ
ャ
ト
ゥ
ア
川
で
遭
難
し
た
我
等
の
一
艦
隊
に
つ

い
て
。総
督
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
が
コ
チ
ン
へ
出
発
し
、サ
ー
モ
リ
ー

の
大
艦
隊
を
敗
北
さ
せ
た
次
第
。

【
第
四
章
】
総
督
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
が
ポ
ル
カ
の
ア
レ
ル
を
打
ち

破
っ
た
次
第
。〔
ポ
ル
ト
ガ
ル
〕
王
国
か
ら
出
発
し
た
艦
隊
に
つ
い
て
。
コ
チ
ン
に

到
着
す
る
ま
で
に
航
海
中
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
。

【
第
五
章
】
総
督
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
が
外
洋
を
巡
航
す
る
カ
ン
バ

ヤ
の
一
艦
隊
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
て
出
陣
し
、
そ
れ
と
戦
っ
て
完
膚
な
き
ま
で
に

打
ち
破
っ
た
次
第
。

【
第
六
章
】
エ
イ
ト
ー
ル
・
ダ
・
シ
ル
ヴ
ェ
イ
ラ
が
カ
ン
バ
ヤ
の
海
岸
で
お
こ
な
っ

た
戦
闘
。
バ
サ
イ
ン
の
市
街
、
タ
ー
ネ
ー
や
ボ
ン
バ
イ
ン
そ
の
他
の
町
々
を
破
壊
し

た
こ
と
。
総
督
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
が
ゴ
ア
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た

こ
と
。
マ
ラ
バ
ー
ル
の
地
域
で
生
じ
た
こ
と
。

【
第
七
章
】
オ
ル
ム
ズ
の
司
令
官
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
デ
・
メ
ン
ド
ン
サ
が
〔
ポ
ル

ト
ガ
ル
〕
王
国
へ
ア
ン
ト
ニ
オ
・
テ
ン
レ
イ
ロ
を
陸
路
で
ガ
レ
ー
船
の
情
報
を
伝
え

る
た
め
に
送
っ
た
次
第
。こ
の
男
が
ア
ラ
ビ
ア
の
砂
漠
を
横
断
し
て
お
こ
な
っ
た
旅
。

そ
し
て
王
国
へ
到
着
し
、
国
王
は
ラ
ス
・
シ
ャ
ラ
フ
ォ
を
捕
え
る
た
め
に
マ
ヌ
エ

ル
・
デ
・
マ
セ
ー
ド
を
オ
ル
ム
ズ
へ
派
遣
し
た
次
第
。

【
第
八
章
】
ガ
ル
シ
ア
・
デ
・
サ
が
到
着
す
る
ま
で
、
マ
ラ
ッ
カ
に
お
い
て
生
じ
た

こ
と
。
ア
チ
ェ
王
が
自
分
た
ち
の
港
に
何
隻
か
の
ナ
ヴ
ィ
オ
船
を
捕
ま
え
て
来
る
こ

と
が
可
能
か
ど
う
か
知
る
た
め
に
、
ペ
ロ
・
デ
・
フ
ァ
リ
ア
に
対
し
て
用
い
た
策
略

に
つ
い
て
。
そ
の
他
に
生
じ
た
こ
と
。

【
第
九
章
】
ア
チ
ェ
の
王
が
計
略
を
用
い
て
マ
ヌ
エ
ル
・
パ
シ
ェ
コ
の
ガ
レ
オ
ン
船

を
襲
っ
た
次
第
。
マ
ラ
ッ
カ
の
シ
ナ
ヤ
・
デ
・
ラ
ヤ
・
シ
ェ
リ
が
ア
チ
ェ
人
と
共
謀

し
た
密
約
が
発
見
さ
れ
、
彼
が
処
刑
さ
れ
た
次
第
。

　

注
記　

訳
文
中
の
〔　

〕
内
は
訳
者
に
よ
る
補
足
。
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【
解
題
参
照
文
献
】

M
aria A

ugusta Lim
a C

ruz, ʻD
a construção historiográfica de C

outo: O
s trabalhos 

forçados do editor’, in Loureiro &
 C

ruz （eds.

） 2019, pp. 97-115.
José M

anuel G
arcia, ʻD

iogo do C
outo, cronista e guarda-m

or da Torre do Tom
bo do 

Estado da Índia’, in Loureiro &
 C

ruz （eds.

） 2019, pp. 27-41.
R

ui M
anuel Loureiro, A Biblioteca de D

iogo do C
outo, M

acao: Instituto C
ultural de 

M
acau, 1998.

R
ui M

anuel Loureiro &
 M

. A
ugusta Lim

a C
ruz （eds.

）, D
iogo do C

outo: H
istória e 

intervenção política de um
 escritor polém

ico, R
ibeirão: Edições H

úm
us, 2019.

A
na D

ulce Seabra, ‘Frei A
deodato da Trindade, editor e censor de C

outo ’, in Loureiro 
&

 C
ruz （eds.

） 2019, pp. 117-144.

〔
註
〕

（
１
）　D

iogo B
arbosa M

achado, Biblioteca Lusitana. Lisboa: O
ffi

cina de A
ntonio 

Isidoro da Fonseca （vol. 1

）; O
ffi

cina de Ignacio R
odrigues （vols. 2 &

 3

）; O
ffi

ci-
na Patriarcal de Francisco Luis A

m
eno, 1741-1759. Vol. 1, 648-649; Vol. 4, 98.

（
２
）　Fernão Lopes de C

astanheda 

（c. 1500-1559

）. 

一
五
二
八
年
か
ら
三
八
年
ま
で

イ
ン
デ
ィ
ア
領
に
滞
在
し
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
を
転
戦
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
帰
国
後
、

H
istória do descobrim

ento e conquista da Índia pelos portugueses

を
刊
行
し
た
。

（
３
）　G

aspar C
orreia, Lendas da Índia. R

odrigo José de Lim
a Felner （ed.

）, 4 vols., 
Lisboa: A

cadem
ia R

eal das Sciências, 1858-1866; Fernão Lopes de C
astanheda, 

H
istória do descobrim

ento e conquista da Índia pelos Portugueses. 8 vols., C
o-

im
bra: João da B

arreyra （vols. 1, 6-8

）; João da B
arreyra &

 João A
lvarez （vols. 

2-5

）, 1552-1561. 

新
版Pedro de A

zevedo &
 P.M

. Laranjo C
oelho （eds.

）, 8 vols., 
C

oim
bra: Im

prensa da U
niversidade, 1924-1933.

（
４
）　G

iovanni B
attista R

am
usio, N

avigationi e viaggi. 3 vols., Venetia: Stam
peria 

de G
iunti, 1550-1556.

（
５
）　G

arcia da O
rta, C

olóquios dos sim
ples e drogas （...

）, G
oa: Joannes de Endem

, 
1563. 

新
版 C

onde de Ficalho （ed.

）, 2 vols., Lisboa: A
cadem

ia R
eal das Scien-

cias de Lisboa, 1891-1895.

（
６
）　D

a Asia de João de Barros e de D
iogo de C

outo. N
ova edição, 24 vols., Lis-

boa: R
egia O

ffi
cina Typografica, 1777-1788.

（
７
）　D

ecadas da Asia, que tratam
 dos m

ares, que descobriaram
, arm

adas, que des-
barataraõ, exercitos, que venceraõ, e das acçoens heroicas, e façanhas bellicas, 
que obraraõ os Portuguezes nas C

onquistas do O
riente, escritas por D

iogo do 
C

outo, . . . 3 vols., Lisboa O
ccidental: O

ffi
cina de D

om
ingos G

onsalves, 1736.

（
８
）　M

. A
ugusta Lim

a C
ruz 

（ed.

）, D
écada quarta da Ásia, 2 vols., Lisboa: 

C
om

issão N
acional para as C

om
em

orações dos D
escobrim

entos Portugueses &
 

Fundação O
riente, 1999.

（
９
）　

ラ
イ
デ
ン
本
の
翻
刻 M

arcus de Jong （ed.

）, D
écada quinta da “Ásia”, C

oim
-

bra: B
iblioteca da U

niversidade, 1937.

（
10
）　M

aria A
ugusta Lim

a C
ruz 

（ed.

）, D
iogo do C

outo e a D
écada 8a da Ásia, 2 

vols., [Lisboa]: Im
prensa N

acional, 1993-1994.

（
11
）　
【
当
初
稿
】António C

oim
bra M

artins （ed.

）, Lisboa: C
om

issão N
acional para as 

C
om

em
orações dos D

escobrim
entos Portugueses, 2001.【

改
訂
稿
】M. R

odrigues 
Lapa （ed.

）, Lisboa: Livraria Sá da C
osta, 1937.（

英
語
訳
）Tim

othy J. C
oates （tr.

）, 
D

ialog of a Veteran Soldier: D
iscussing the Frauds and Realities of Portuguese 

India. D
artm

outh: Tagus Press, 2016.

（
12
）　José M

anuel A
zevedo e Silva &

 João M
arinho dos Santos 

（eds.

）, Lisboa: 
Edições C

osm
os, 1998.

（
13
）　Vida de D

. Paulo de Lim
a Pereira, Lisboa: O

ffi
cina de Jozé Filippe, 1765. 

新

版G
. Pereira （ed.

）, Lisboa: Escriptorio, 1903.
（
14
）　M

aria A
ugusta Lim

a C
ruz, R

ui M
anuel Loureiro &

 N
uno V

ila-Santa 

（eds.

）, 
D

iogo do C
outo orador: D

iscursos oficiais proferidos na C
âm

ara de G
oa, A

lbu-
feira: Editora A

randis, 2016.

（
15
）　M

anuel Severim
 de Faria （1584-1655

）. 

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
時
事
問
題
を
取
り
扱
っ

たN
otícias de Portugal 

な
ど
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
聖
職
者
に

し
て
著
述
家
。

（
16
）　Luís Á

lvares. 

ス
ペ
イ
ン
＝
ポ
ル
ト
ガ
ル
同
君
統
治
時
代
、
リ
ス
ボ
ン
の
宮
廷
で
王
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宮
付
き
説
教
師
と
し
て
活
躍
。

（
17
）　

ベ
ー
ジ
ャ
公
ル
イ
ス
。
マ
ヌ
エ
ル
一
世
の
嫡
子
で
国
政
に
宰
相
的
立
場
で
携
わ
り
、

そ
の
才
覚
に
よ
り
兄
の
ジ
ョ
ア
ン
三
世
よ
り
も
王
位
就
任
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

（
18
）　D

e Institutione G
ram

m
atica 

（1572

）. 

一
五
九
四
年
、
日
本
で
も
通
称
『
天
草
版

ラ
テ
ン
文
法
』
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
。
日
本
語
を
ラ
テ
ン
語
の
枠
組
み
で
解
説
し
よ

う
と
し
た
箇
所
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

（
19
）　M

anuel Á
lvares 

（1526-1583

）.　

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
第
一
世
代
。

一
五
四
五
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
。

（
20
）　C

ipriano Soarez / Suárez （1524-1593

）. 

ス
ペ
イ
ン
の
オ
カ
ー
ニ
ャ
生
ま
れ
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
イ
エ
ズ
ス
会
教
育
施
設
で
修
練
し
、
教
育
に
携
わ
り
、
ス
ペ
イ
ン
の
プ

ラ
セ
ン
シ
ア
で
没
し
た
。

（
21
）　A

ntónio de Portugal, prior de C
rato （1531-1595

）. 

ベ
ー
ジ
ャ
公
ル
イ
ス
の
非
嫡

出
子
。
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
王
が
ア
ル
カ
セ
ル
・
エ
ル
・
キ
ビ
ー
ル
の
戦
い
で
行
方
不
明

に
な
っ
た
後
、
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ェ
リ
ペ
二
世
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
即
位
を
阻
止
し
よ
う

と
す
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
貴
族
た
ち
に
担
が
れ
、
王
位
を
狙
う
も
敗
北
し
た
。

（
22
）　B

artholom
eu dos M

artyres （1514-90

）. 

一
五
五
九
年
に
ブ
ラ
ガ
大
司
教
に
就
任
、

ト
レ
ン
ト
公
会
議
で
活
躍
。
そ
の
著
作
『
精
神
生
活
綱
要
』
は
キ
リ
シ
タ
ン
版
と
し

て
も
出
版
さ
れ
た
。

（
23
）　

イ
ン
デ
ィ
ア
領
に
渡
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
放
蕩
と
不
道
徳
な
生
活
に
陥
る
こ
と
を

暗
示
。

（
24
）　

正
し
く
は
一
五
五
九
年
に
出
発
し
た
。

（
25
）　

本
国
帰
着
は
一
五
七
〇
年
四
月
、
イ
ン
デ
ィ
ア
へ
再
出
発
し
た
の
は
一
五
七
一
年

三
月
で
あ
っ
た
。

（
26
）　A

deodato da Trindade 

（?-1605

）.　

ゴ
ア
生
ま
れ
。
一
五
六
五
年
に
リ
ス
ボ
ン
で

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
会
に
入
会
。
コ
ウ
ト
の
義
兄
と
し
て
、
リ
ス
ボ
ン
で
の
印
刷
事
業

に
従
事
し
た
。

（
27
）　

年
代
記
家
へ
の
任
命
は
一
五
九
五
年
、
同
時
に
イ
ン
デ
ィ
ア
領
の
ト
ル
レ
・
ド
・

ト
ン
ボ
〔
公
文
書
館
〕
の
館
長
に
も
任
じ
ら
れ
た
。

（
28
）　M

anuel de Sousa C
outinho 

イ
ン
デ
ィ
ア
領
副
王
（
在
任
一
五
八
八
～
一
五
九
一
）

（
29
）　

ロ
ウ
レ
イ
ロ
な
ど
の
近
年
の
研
究
で
は
こ
の
叙
述
に
懐
疑
的
で
あ
る
。

（
30
）　C

onvento da G
raça. 

リ
ス
ボ
ン
の
サ
ン
・
ヴ
ィ
セ
ン
テ
地
区
に
位
置
す
る
。

（
31
）　

コ
ウ
ト
は
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
、
プ
リ
ニ
ウ
ス
な
い
し
そ
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の

注
釈
書
を
し
ば
し
ば
引
用
し
、
そ
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
32
）　M

atias de A
lbuquerque （1547-1609

）. 

イ
ン
ド
副
王
。
一
五
九
一
年
か
ら
九
七
年

ま
で
在
位
。

（
33
）　Polybius 

（c. 200-c. 118 B
C

）. 

ギ
リ
シ
ャ
人
の
歴
史
家
。『
歴
史Ἱστορίαι / H

is-
toríai

』
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

（
34
）　G

aius Sallustius C
rispus （86-c. 35 B

C

）. 

共
和
制
ロ
ー
マ
の
政
治
家
で
、
引
退
後

に
自
ら
の
戦
闘
記
録
で
あ
るBellum

 C
atilinae, Bellum

 Iugurthinum

な
ど
を
記
し
た
。

（
35
）　

エ
ジ
プ
ト
南
部
ア
ス
ワ
ン
あ
た
り
か
ら
ス
ー
ダ
ン
に
か
け
て
の
地
方
の
名
称
。

（
36
）　Titus Livius （64/59 B

C
-A

D
 12/17

）. 

帝
政
ロ
ー
マ
の
歴
史
家
。『
ロ
ー
マ
建
国
史

Ab U
rbe C

ondita

』
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

（
37
）　N

uno da C
unha （c. 1487-1539

）. 

一
五
二
九
年
か
ら
三
八
年
ま
で
イ
ン
デ
ィ
ア
領

総
督
と
し
て
在
任
。

（
38
）　João B

aptista Lavanha （c. 1550-1624

）
が
一
六
一
五
年
に
刊
行
。

（
39
）　D

iego de Silva e M
endonça

（1564-1630

）. 

ス
ペ
イ
ン
の
エ
ボ
リ
公
爵
家
出
身
貴

族
。
一
六
一
七
年
か
ら
二
一
年
ま
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
副
王
を
務
め
た
。
詩
人
と
し
て

も
知
ら
れ
る
。

（
40
）　Luis de U

rreta. 

ス
ペ
イ
ン
人
の
ド
ミ
ニ
コ
会
士
。H

istoria eclesiastica, politica, 
natural y m

oral, de los grandes y rem
otos reynos de la Etiopia, M

onarchia del 
Em

perador, llam
ado Preste Iuan de las Indias （1610

） 

の
著
者
で
、
刊
行
当
時
か

ら
そ
の
記
述
が
「
想
像
」
で
あ
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
ア
ジ
ア

宣
教
を
め
ぐ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
系
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
の
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
が
言
わ

れ
る
。

（
41
）　Fernão G

uerreiro 

（1550-1617

）. 

リ
ス
ボ
ン
に
滞
在
し
て
、
日
本
を
含
む
世
界
各

地
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
布
教
の
歴
史
を
記
し
た
。

（
42
）　N

icolao G
odinho （1559?-1616

）. 

一
五
七
三
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
。
海
外
布

教
に
は
参
加
せ
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
東
イ
ン
ド
、
と
く
に
ア
フ
リ
カ
で
の
イ

エ
ズ
ス
会
の
宣
教
の
歴
史
を
記
し
た
。

（
43
）　A

leixo de M
eneses 

（1559-1617

）. 

リ
ス
ボ
ン
宮
廷
で
の
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
王
の
近
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侍
を
経
て
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
会
修
道
士
と
な
り
、
コ
イ
ン
ブ
ラ
大
学
で
履
修
。

一
五
九
五
年
ゴ
ア
大
司
教
に
着
任
。
一
六
〇
七
年
か
ら
二
年
間
、
イ
ン
デ
ィ
ア
総
督

を
兼
ね
る
。ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
帰
国
後
、一
六
一
二
年
か
ら
一
七
年
ま
で
ブ
ラ
ガ
大
司
教
、

一
六
一
二
年
か
ら
一
五
年
ま
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
副
王
を
務
め
た
。

（
44
）　Pedro M

ascarenhas.

（
45
）　A

fonso M
exia. 

マ
ヌ
エ
ル
王
の
宮
廷
で
一
五
二
一
年
に
イ
ン
ド
財
務
長
官
に
任
命

さ
れ
た
。

（
46
）　

イ
ン
デ
ィ
ア
領
副
王
な
い
し
総
督
が
任
期
途
中
に
亡
く
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
あ

ら
か
じ
め
本
国
か
ら
後
継
候
補
が
指
名
さ
れ
、
そ
の
名
を
納
め
た
箱
が
総
督
の
死
後

に
開
封
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
第
三
の
箱
が
開
封
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
。

（
47
）　Lopo Vaz de Sam

paio. 

イ
ン
デ
ィ
ア
領
総
督
。
一
五
二
六
年
か
ら
二
九
年
ま
で
在

任
。
一
五
三
四
年
に
リ
ス
ボ
ン
で
死
亡
。

（
48
）　

現
在
の
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
に
あ
る
。

（
49
）　

現
地
語
で
「
王
」
を
意
味
す
る
。
カ
リ
カ
ッ
ト
の
支
配
者
。

（
50
）　Francisco de Sá. 

マ
ラ
ッ
カ
へ
向
か
っ
た
。

（
51
）　

海
路
で
メ
ッ
カ
に
向
か
う
た
め
に
通
る
紅
海
南
端
の
バ
ー
ブ
・
ア
ル
・
マ
ン
デ
ブ

海
峡
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
文
献
で
は
「
紅
海
の
海
峡
」
と
も
呼
称
さ
れ
た
。
一
五
一
七

年
に
エ
ジ
プ
ト
を
征
服
し
て
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
と
紅
海
を
領
域
に
加
え
た
オ
ス
マ
ン

帝
国
と
の
対
抗
上
、
こ
の
海
峡
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
非
常
に
重
視
し
た
た
た
め
、
単

に
「
海
峡
」
で
も
意
味
を
な
し
た
。

（
52
）　

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
イ
ン
デ
ィ
ア
領
の
著
名
な
軍
人
貴
族
。
カ
モ
ン
イ
ス
の
友
人
と
し

て
知
ら
れ
る
。

（
53
）　

一
五
一
五
年
に
プ
レ
ス
テ
・
ジ
ョ
ア
ン
王
の
元
に
派
遣
さ
れ
た
外
交
使
節
大
使
。

（
54
）　

ソ
ロ
モ
ン
朝
後
期
の
君
主
レ
ブ
ナ
・
デ
ン
ゲ
ル
（
在
位
一
五
〇
八
～
一
五
四
〇
） 

石
川
博
樹
「
選
択
さ
れ
る
過
去　

北
部
エ
チ
オ
ピ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
歴
史
認
識
」

永
原
陽
子
編
『
生
ま
れ
る
歴
史
、
作
ら
れ
る
歴
史　

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
史
研
究
の

最
前
線
か
ら
』
刀
水
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
四
頁
。

（
55
）　M
artim

 A
fonso de M

ello Jusarte. 

モ
ル
デ
ィ
ブ
へ
向
か
っ
た
。

（
56
）　M

alik Ayyāz.

（
57
）　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
文
献
で
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
意
味
す
る
。

（
58
）　

イ
ン
ド
側
の
ペ
ル
シ
ア
語
史
料
に
は
デ
ィ
ー
ウ
側
の
提
督
と
し
て「
マ
フ
ム
ー
ド
・

ア
ー
ガ
ー M

a ḥm
ūd Ā

ghā

」
と
い
う
人
名
が
在
証
で
き
る
。

（
59
）　M

alik I ṣḥāq. 

マ
リ
ク
・
ア
ヤ
ー
ズ
の
息
子
。

（
60
）　

グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
地
方
の
ム
ス
リ
ム
政
権
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
ー
ヒ
ー
朝
君
主
ス
ル

タ
ー
ン
・
バ
ハ
ー
ド
ゥ
ル
（
在
位
一
五
二
六
～
一
五
三
七
）
を
指
す
。

（
61
）　

プ
レ
ス
テ
・
ジ
ョ
ア
ン
の
支
配
地
域
。

（
62
）　B

intão. 

現
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
リ
ア
ウ
諸
島
の
一
部
。
マ
レ
ー
半
島
の
南
東
沖
に

位
置
。
一
五
一
一
年
、
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
逃
れ
た
ス
ル
タ
ン
が
都
を
置
い
た
。

（
63
）　Pão. 

マ
レ
ー
半
島
中
部
。
旧
マ
ラ
ッ
カ
王
国
の
支
配
地
域
。

（
64
）　Fernão 

Serrão.　

河
口
か
ら
川
を
遡
上
す
る
た
め
に
、
防
護
柵
を
除
去
す
る
の
に

遣
わ
さ
れ
た
。

（
65
）　R

um
es. 

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
人
々
を
指
す
。

（
66
）　C

ananor. 

現
在
イ
ン
ド
の
ケ
ー
ラ
ラ
州
の
沿
岸
に
位
置
。

（
67
）　C

atur. 

マ
ラ
バ
ー
ル
海
岸
で
使
わ
れ
て
い
た
軽
量
の
櫂
船
。Sir H

enry Yule, H
ob-

son-Jobson: A glossary of colloquial Anglo-Indian w
ords and phrases, and of 

kindred term
s, etym

ological, historical, geographical and discursive. N
ew

 ed. 
edited by W

illiam
 C

rooke, B
.A

. London: J. M
urray, 1903, p. 175

（
68
）　C

hristovão de Sousa. 

両
総
督
の
継
承
争
い
に
お
い
て
、
当
初
は
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・

デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
の
側
に
立
っ
て
い
た
。

（
69
）　R

ax X
arrafo. R

a’īs Sharaf al-Dīn. 

オ
ル
ム
ズ
の
宰
相
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
支
配
へ
の
反

乱
首
謀
と
貢
納
金
の
不
履
行
に
よ
り
捕
縛
さ
れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
送
ら
れ
た
。
バ
ー

レ
ー
ン
を
統
治
し
たR

ax B
ardadim

と
は
義
兄
弟
の
関
係
。D

a Asia de João de Bar-
ros e de D

iogo de C
outo: D

écada IV, Liv VI, C
ap III, f. 19.

（
70
）　D

iogo da Silveira. 

オ
ル
ム
ズ
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
艦
隊
の
司
令
官
。
ゴ
ア
に
帰
還

後
、
ロ
ポ
・
ヴ
ァ
ス
・
デ
・
サ
ン
パ
イ
オ
の
継
承
に
反
対
し
た
。

（
71
）　Francisco de Sá. 

一
五
二
六
年
に
ス
ン
ダ
で
の
要
塞
建
造
の
た
め
艦
隊
を
率
い
て

ゴ
ア
を
出
発
し
た

（
72
）　Francisco de M

ello. 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
サ
に
よ
っ
て
、
ス
ン
ダ
の
要
塞
建
設

に
つ
い
て
報
ず
る
た
め
に
マ
ラ
ッ
カ
の
司
令
官
の
も
と
に
送
ら
れ
、そ
の
途
中
で
メ
ッ

カ
に
向
か
う
ナ
ウ
を
拿
捕
し
た
。
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（
73
）　G

arcia A
nriquez. 

ジ
ョ
ル
ジ
・
デ
・
メ
ネ
ゼ
ス
の
前
任
の
テ
ル
ナ
テ
要
塞
司
令
官
。

（
74
）　Tidore. 

現
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
モ
ル
ッ
カ
諸
島
に
あ
る
島
。
の
ち
に
ポ
ル
ト
ガ
ル

勢
力
と
敵
対
し
、
ス
ペ
イ
ン
勢
力
と
組
む
。

（
75
）　Jorge de M

enezes. 

一
五
二
六
年
に
モ
ル
ッ
カ
司
令
官
に
任
命
さ
れ
る
。

（
76
）　B

ayano. 
B

oheyat. 

当
時
の
テ
ル
ナ
テ
の
ス
ル
タ
ン
。
治
世
は
一
五
二
二
～

一
五
二
九
年
。

（
77
）　Ayalo. D

ayalo. 
治
世
は
一
五
二
九
～
一
五
三
三
年
。

（
78
）　Lobu. Lubuh. 

ス
マ
ト
ラ
島
北
部
。

（
79
）　Sim

ão de M
enezes. 

当
時
、
カ
ン
ヌ
ー
ル
の
司
令
官
。
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
デ
・

ソ
ウ
ザ
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
マ
ス
カ
レ
ー
ニ
ャ
ス
を
釈
放
し
た
。

（
80
）　Turco Solim

ões. o Turco Soleim
ão. 

オ
ス
マ
ン
帝
国
君
主
ス
レ
イ
マ
ン
一
世
（
在

位
一
五
二
〇
～
一
五
六
六
年
）。

（
81
）　Soleim

ão R
ax. Selm

ân R
e’îs. 

本
文
に
は
名
前
が
記
さ
れ
な
い
が
、
マ
ム
ル
ー
ク

朝
の
ス
エ
ズ
艦
隊
提
督
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
転
じ
た
。
紅
海
お
よ
び
ア
ラ
ビ
ア
半

島
内
陸
部
に
お
け
る
作
戦
を
指
揮
し
た
が
、
軍
内
の
紛
争
に
よ
り
、
一
五
二
七
年
末

に
暗
殺
さ
れ
た
。

（
82
）　A

ntonio de M
iranda de A

zevedo. 

当
時
の
海
軍
司
令
官

（
83
）　Jorge de M

enezes. 

一
五
二
六
年
に
モ
ル
ッ
カ
司
令
官
に
任
命
さ
れ
る
。

（
84
）　G

arcia H
enriques. 

ジ
ョ
ル
ジ
・
デ
・
メ
ネ
ゼ
ス
前
任
の
テ
ル
ナ
テ
要
塞
の
司
令
官
。

（
85
）　

ジ
ョ
ル
ジ
が
副
王
マ
ス
カ
レ
ー
ニ
ャ
ス
の
指
示
に
よ
っ
て
、
離
任
す
る
ガ
ル
シ
ア

が
ボ
ル
ネ
オ
経
由
の
帰
路
を
と
る
よ
う
望
ん
だ
（
バ
ン
ダ
経
由
よ
り
早
く
、
こ
の
後

に
出
て
く
る
ス
ペ
イ
ン
人
が
ボ
ル
ネ
オ
方
面
に
進
出
す
る
の
を
阻
止
す
る
意
味
も

あ
っ
た
）
の
に
対
し
、
ガ
ル
シ
ア
が
バ
ン
ダ
経
由
航
路
を
と
る
こ
と
を
望
ん
だ
結
果
、

両
者
は
対
立
す
る
に
至
っ
た
。

（
86
）　

ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
の
書
記
官
で
あ
っ
た
同
名
の
人
物
と
は
別
人
。

（
87
）　C

ristóvão de M
endonça. 

ス
マ
ト
ラ
近
海
の
探
検
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
発
見
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
88
）　G

uazil R
ax H

am
ede. Vazīr R

a’īs A
ḥm

ad.

。
オ
ル
ム
ズ
王
国
（
サ
ル
グ
ル
朝
）
君

主
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ャ
ー
の
宰
相
（
ヴ
ァ
ズ
ィ
ー
ル > Port. G

uazil

）
ラ
ー
シ
ド
・

ア
フ
マ
ド
を
指
す
か
。D

ejanirah 
C

outo, ʻR
éactions 

anti-porutugaises 
dans 

le 

G
olfe Persique （1521-1529

）’. In: Luís Filipe F. R
. Thom

az （ed.

）, Aquém
 e Além

 
da Taprobana: Estudos luso-orientais à m

em
ória de Jean Aubin e D

enys Lom
-

bard, Lisbon: C
entro de H

istória de A
lém

-m
ar, Faculdade de C

iências Sociais e 
H

um
anas, U

niversidade N
ova de Lisboa, 2002, pp. 214-215.

（
89
）　A

lvaro de Sayavedra C
eron/Á

lvaro de Saavedra C
erón. 

ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー

ニ
ャ
副
王
エ
ル
ナ
ン
・
コ
ル
テ
ス
の
従
弟
。
太
平
洋
探
検
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
る
。

一
五
二
七
年
メ
キ
シ
コ
を
出
発
、
ハ
ワ
イ
な
ど
を
発
見
し
、
一
五
二
八
年
に
モ
ル
ッ

カ
諸
島
の
テ
ィ
ド
ー
レ
島
に
到
着
し
た
。
大
量
の
丁
子
を
入
手
し
、
ヌ
エ
バ
・
エ
ス

パ
ー
ニ
ャ
へ
帰
還
し
よ
う
と
し
た
が
、
太
平
洋
で
遭
難
し
、
テ
ィ
ド
ー
レ
島
へ
帰
還
。

再
び
一
五
二
九
年
に
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
目
指
し
て
出
帆
す
る
も
再
度
遭
難
し
、

サ
ヤ
ベ
ド
ラ
は
死
亡
し
た
。

（
90
）　

メ
ス
キ
ー
タ
は
一
五
二
八
年
八
月
、こ
の
カ
ン
バ
ヤ
艦
隊
と
の
海
戦
で
捕
虜
に
な
っ

た
後
、
同
王
国
（
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
ー
ヒ
ー
朝
）
に
留
置
さ
れ
、
一
五
三
五
年
一
〇

月
に
締
結
さ
れ
た
同
王
国
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
と
の
条
約
を
め
ぐ
る
交
渉
で
、
両
者
の

間
を
往
来
。
こ
の
後
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
側
に
戻
り
、
一
五
三
七
年
二
月
、
カ
ン
バ
ヤ
軍

と
の
戦
闘
に
参
加
。
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
ー
ヒ
ー
朝
に
関
す
る
彼
の
報
告
書
は

一
五
三
五
年
一
一
月
一
七
日
ま
で
に
デ
ィ
ー
ウ
で
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
報
告

書
の
写
本
は
複
数
あ
る
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
立
公
文
書
館
ト
ル
レ
・
ド
・
ト
ン
ボ
（C

ol-
ecção de São V

icente, liv. 11

）
の
も
の
（C

apitolo das cousas que se pasarão no 
Reino do G

uzarate despois da m
orte do Soltan M

odafar

「
ソ
ル
タ
ン
・
モ
ダ
フ
ァ

ル
の
死
後
グ
ザ
ラ
ー
テ
王
国
に
生
じ
た
諸
事
に
関
す
る
章
」）
が
、
最
も
オ
リ
ジ
ナ
ル

に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
報
告
書
はC

hronica G
eral dos Sucessos do Reyno 

de G
usarte a Q

m
. C

ham
ao C

am
baya

（『
カ
ン
バ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
グ
ザ
ラ
テ
王
国
年

代
記
』）
と
し
て
一
九
八
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

（
91
）　

イ
ン
デ
ィ
ア
領
総
督
。
在
任
一
五
二
九
年
か
ら
三
八
年
。

（
92
）　M

anuel 
de 

Lacerda. 

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
イ
ン
デ
ィ
ア
領
の
有
力
軍
人
で
イ
ン
ド
＝

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
航
路
で
船
長
と
し
て
活
躍
。
前
年
に
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
遭
難
し
沈
没
し

た
コ
ン
セ
イ
サ
ォ
ン
号
の
船
長
。

（
93
）　

ケ
ー
ラ
ラ
州
のC

hetw
ai R

iver.

（
94
）　

プ
ラ
ッ
カ
ド
。
マ
ラ
バ
ー
ル
海
岸
に
あ
っ
た
小
王
国
。



（　 ）　ディオゴ・デ・コウト『アジアのデカダ集』（真下・岡・野澤・中砂）195

（
95
）　A

ntónio Tenreiro. 

後
に
こ
の
旅
の
こ
と
を
（
正
確
に
言
え
ば
、
彼
の
著
書
に
は
こ

の
旅
の
前
に
行
っ
た
ペ
ル
シ
ア
宮
廷
へ
の
使
節
行
（1523-24

）、
各
地
の
周
遊
記

（24-25
）
も
載
る
）
記
し
たItinerario

の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ペ
ル
シ
ャ
語
、

ア
ラ
ビ
ア
語
、
ト
ル
コ
語
に
通
じ
て
い
た
。

（
96
）　G

arcia de Sá. 
一
五
一
九
年
か
ら
二
一
年
、
二
二
年
か
ら
二
七
年
ま
で
、
二
度
に
わ

た
っ
て
マ
ラ
ッ
カ
総
司
令
官
を
務
め
る
。一
五
四
八
年
に
イ
ン
デ
ィ
ア
領
総
督
に
就
任
。

（
97
）　

当
時
の
ア
チ
ェ
王
はSultan A

li M
ughayat Syah.

（
98
）　Sinaya de R

aya C
hely. 

マ
ラ
ッ
カ
の
ブ
ン
ダ
ハ
ラ
。

【
附
記
】
本
稿
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
お
け
る
特
定
共
同

研
究
「
モ
ン
ス
ー
ン
文
書
・
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
書
翰
・
Ⅴ
Ｏ
Ｃ
文
書
・
Ｅ
Ｉ
Ｃ
文
書
の
分

野
横
断
的
研
究
」（
代
表
松
方
冬
子
）（
二
〇
一
九
・
二
〇
年
度
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




